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人　口／ 人　口／ 3,227 3,227 人人
　男　／ 　男　／ 1,511 1,511 人人
　女　／ 　女　／ 1,716 1,716 人人
世帯数／ 世帯数／ 1,７24 1,７24 戸戸

人　口／／ 3,227 人
　男　／／ 1,511 人
　女　／／ 1,716 人
世帯数／／ 1,７24 戸

奈半利町スポーツの祭典奈半利町スポーツの祭典
「町民運動会」開催される「町民運動会」開催される

奈半利町スポーツの祭典
「町民運動会」開催される

話 題 　 奈半利町町民運動会開催
　 町のニュース
　 議会だより　Ｖｏｌ.160
　 お知らせ
　 国際交流員
　 ヘルスメイト　ほか

開会式

優勝　東町

最
優
秀
選
手　

大
寺
さ
ん



で
は
、認
定
こ
ど
も
園
年
長

園
児
の
か
け
っ
こ
や
、や
さ

し
く
受
け
と
め
て
♥（
旧
バ
ウ
ン
ド
ボ
ー

ル
）、男
女
８
人
秋
物
語
り
、競
輪
選
手

と
い
っ
た
種
目
で
は
、珍
プ
レ
ー
や
抜
き

つ
抜
か
れ
つ
の
競
争
に
会
場
は
沸
き
立

ち
、綱
引
き
や
年
輪
リ
レ
ー
の
地
区
対

抗
種
目
で
は
、代
表
選
手
の
力
強
い
姿

や
、ラ
ン
ナ
ー
の
快
走
に
グ
ラ
ウ
ン
ド
は

歓
声
に
包
ま
れ
ま
し
た
。

競
技
終
了
後
の
得
点
集
計

で
は
、昨
年
度
優
勝
の
東
町

地
区
が
ト
ッ
プ
、２
点
差
で
横
町
地
区
、

平
松
弓
場
地
区
、六
本
松
以
東
の
３
チ

ー
ム
が
追
随
し
、優
勝
争
い
は
混
戦
が
予

想
さ
れ
ま
し
た
。

か
ら
の
競
技
で
は
、平
松
・

弓
場
地
区
と
横
町
地
区
が

綱
引
き
で
１
位
と
な
っ
た
こ
と
に
よ
り

さ
ら
に
熾
烈
を
極
め
る
展
開
と
な
り
ま

し
た
。

は
、す
べ
て
の
競
技
で
高
得

点
を
出
し
た
東
町
地
区
が

ト
ッ
プ
を
守
り
切
り
、わ
ず
か
１
点
差
で

2
連
覇
を
成
し
遂
げ
ま
し
た
。

式
で
は
、東
町
地
区
を
優
勝

へ
導
く
原
動
力
と
な
っ
た
大

寺
秀
人
さ
ん
と
、ジ
ャ
ン
ケ
ン
大
合
戦
で

７
連
勝
の
大
活
躍
を
さ
れ
ま
し
た
上
長

田
地
区
の
谷
岡
忠
一
さ
ん
が
M
V
P
賞

に
選
ば
れ
ま
し
た
。受
賞
さ
れ
た
皆
様
、

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

順
位
や
受
賞
者
は
左
記
の

と
お
り
で
す
。

会
場

午
前

総
合

最
後

閉
会

　町民運動会は、お年寄りから子どもまでみんなが集まり、
健康増進や地域間、世代間の交流を促進することを目的と
しており、真剣に競技することで和を深め、スポーツの秋を
楽しむことを目標に開催しております。来年も皆様の元気な
姿が町民運動会で拝見できることを楽しみにしております。
　最後になりましたが、町民運動会の開催にあたりご協力
をいただきました、各地区の世話人の皆様、役員の皆様に
感謝申し上げます。

11/3
（土）

奈
半
利
町 

町
民
運
動
会 

開
催
！

平
成
30
年
度

　

11
月
3
日
奈
半
利
町
の
ス
ポ
ー
ツ
の
祭
典「
町
民
運
動
会
」が
奈
半
利
小
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド

で
開
催
さ
れ
、多
数
の
町
民
の
方
々
が
参
加
さ
れ
ま
し
た
。朝
夕
は
少
し
肌
寒
い
時
季
で
す
が
、

運
動
会
当
日
は
天
候
の
心
配
も
な
く
気
温
も
上
が
り
、絶
好
の
運
動
会
日
和
と
な
り
ま
し
た
。

　

11
月
3
日
奈
半
利
町
の
ス
ポ
ー
ツ
の
祭
典「
町
民
運
動
会
」が
奈
半
利
小
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド

で
開
催
さ
れ
、多
数
の
町
民
の
方
々
が
参
加
さ
れ
ま
し
た
。朝
夕
は
少
し
肌
寒
い
時
季
で
す
が
、

運
動
会
当
日
は
天
候
の
心
配
も
な
く
気
温
も
上
が
り
、絶
好
の
運
動
会
日
和
と
な
り
ま
し
た
。

午
後

応援合戦の部
第１位 樋ノ口 48点
第２位 平松弓場 42点
第３位 東　町 40点

総合順位
優勝 東　町 39点
準優勝 平松・弓場 38点
３位 下長田 34点
４位 横　町 33点
５位 立　町 31点
６位 法恩寺 29点
７位 六本松 29点
８位 上長田 27点
９位 百　石 26点
10位 東　浜 25点
11位 樋ノ口 25点
12位 中　里 22点
13位 車　瀬 22点

MVP受賞者
最優秀選手賞　大寺秀人さん（東町）
優秀選手賞　　谷岡忠一さん（上長田）

※同点の場合は、町民運動会規則
により上位入賞が多い地区が上
位となっています。

開会式

入学前児童競技

敬老競争「長生きをしましょう」

やさしく受けとめて

婦人競争

地震発生！さあ慌てず避難

男子年輪リレー

じゃんけん大合戦

酒屋の小僧

応援合戦

400メートルリレー

人生競争

男女８人秋物語り

８００m走

グラウンドゴルフ競争

綱引き

競輪選手

女子年輪リレー
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☆
町
の
ニ
ュ
ー
ス

　

敬
老
会
の
対
象
と
な
る
７５
歳
以

上
の
方
は
787
人
と
な
り
、
当
日
は
、

約
100
人
が
出
席
さ
れ
ま
し
た
。

　

午
前
９
時
か
ら
式
典
が
始
ま
り
、

町
長
の
式
辞
、
祝
百
歳（
岡
田
廣
惠

さ
ん
、
仙
頭
定
美
さ
ん
）の
ご
紹
介
、

模
範
老
人（
土
居
泰
子
さ
ん
、
中
島

恒
子
さ
ん
、
濱
礒
武
夫
さ
ん
、
安

岡
初
惠
さ
ん
、
安
岡
富
佐
榮
さ
ん
）

の
表
彰
、
金
婚
を
迎
え
ら
れ
た
ご
夫

婦（
坂
本
明
雄
さ
ん
・
桂
子
さ
ん
）へ

の
祝
辞
の
後
、
来
賓
の
方
々
よ
り
お

祝
い
の
こ
と
ば
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　

町
内
の
小
学
生
か
ら
も
心

の
こ
も
っ
た
作
文
の
発
表
を
し

て
い
た
だ
き
、
最
後
は
出
席

者
を
代
表
し
て
宮
﨑
恒
吉
さ

ん
よ
り
お
礼
の
こ
と
ば
が
述
べ

ら
れ
ま
し
た
。

　

演
芸
で
は
、
奈
半
利
幼
稚

園
、
奈
半
利
小
学
校
や
加
領

郷
小
学
校
児
童
に
よ
る
歌
や

踊
り
の
後
、
奈
半
利
町
青
年

会
、
奈
半
利
町
老
人
ク
ラ
ブ

の
方
々
に
も
趣
向
を
凝
ら
し

た
出
し
物
で
ご
協
力
を
い
た

だ
き
、
出
席
さ
れ
た
皆
さ
ん

は
、
楽
し
い
ひ
と
と
き
を
過

ご
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

平
成
30
年
度
敬
老
会
を
開
催
し
ま
し
た

　

長
寿
を
お
祝
い
し
よ
う
と
、９
月
１7
日
の
敬
老
の
日
に
奈
半
利

小
学
校
体
育
館
に
お
い
て
敬
老
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

平成30年
奈半利消防団祝賀会開催

　１０月２３日、ホテルなはりにて奈半利町消防団祝賀
会が開催されました。
　本会は、奈半利町消防団が今年５月に高知県知事
表彰旗を受章したことを祝し開催されました。
　日頃より、地域防災の中核としてご活躍されてい
る消防団員の皆様、おめでとうございます。
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☆
町
の
ニ
ュ
ー
ス

　松尾亜衣さん、絢音さん親子が最優秀賞の知事賞を
受賞されました。
　今年度の市町村からの推薦者数１８４組の中で、今
回の受賞となりました。
　亜衣さん（お母さん）の受賞時のコメントを掲載さ
せていただきます。

　

９
月
30
日
を
も
っ
て
人
権
擁
護
委

員
を
退
任
さ
れ
た
、
伊
藤
智
さ
ん
に

法
務
大
臣
感
謝
状
が
贈
ら
れ
ま
し

た
。

　

高
知
地
方
法
務
局
安
芸
支
局
長
か

ら
奈
半
利
町
役
場
に
て
感
謝
状
を
贈

呈
さ
れ
、
竹
﨑
町
長
か
ら
も
ね
ぎ
ら

い
の
言
葉
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

伊
藤
さ
ん
は
平
成
18
年
７
月
か
ら

４
期
12
年
、
人
権
擁
護
委
員
と
し
て

活
躍
さ
れ
、
人
権
に
関
す
る
様
々
な

相
談
業
務
や
人
権
啓
発
活
動
を
積

極
的
に
行
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

平成３０年度高知県いい歯の表彰
「親と子の部」審査発表！

法
務
大
臣
か
ら
感
謝
状

　

10
月
１
日
付
で
、
濱
中
芳
久
さ
ん
、
田
所
大
池
さ
ん
、

有
澤
康
さ
ん
が
、
奈
半
利
町
の
人
権
擁
護
委
員
と
し
て

法
務
大
臣
か
ら
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。

　

人
権
擁
護
委
員 

と
は
、
法
務
大
臣
の
委
嘱
を
受
け
、
住

　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

民
の
人
権
を
守
る
た
め
の
活
動
を
し
て

い
る
民
間
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
す
。
任
期
は
３
年
間
で
、
人
権

に
関
す
る
相
談
の
受
け
付
け
や
人
権
啓
発
活
動
を
行
い
ま
す
。

　

特
設
人
権
相
談
所
は
奇
数
月
の
第
４
木
曜
日
、
午
前
10
時
〜

午
後
３
時
ま
で
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
開
設
し
て
い
ま
す
。

　

本
年
度
の
開
設
予
定
日
は
、
11
月
22
日
、
１
月
24
日
、
３
月

28
日
で
す
。

人
権
擁
護
委
員
に
関
す
る
お
知
ら
せ

田所大池さん

有澤康さん

濱中芳久さん

　奈半利町では、認定こども園
の年中組から、フッ素洗口を週に
１回継続して実施をしています。
食べることは大切であり、そのた
めに歯を大切にすること、噛むこ
とが大切です。一人平均の虫歯
の数は減少傾向にはありますが、
虫歯ゼロになるよう取り組みを
進めていきたいと思います。

★★★★★★★★★★★
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☆
町
の
ニ
ュ
ー
ス

　

こ
の
催
し
は
、
奈
半
利
町
の
歴
史

や
文
化
に
触
れ
る
こ
と
で
、自
分
の
住

む
町
の
良
さ
を
再
発
見
し
、
大
切
に

し
て
も
ら
お
う
と
「
な
は
り
浦
の
会
」

が
例
年
企
画
開
催
し
て
い
る
も
の
で
、

子
ど
も
た
ち
が
夏
休
み
を
利
用
し
、

町
に
点
在
す
る
登
録
有
形
文
化
財
や

自
分
が
お
宝
と
感
じ
る
風
景
を
描
い

た
作
品
を
展
示
し
て
い
ま
す
。

　

開
催
初
日
に
は
表
彰
式
が
行
わ

れ
、
例
年
の「
石
塀
賞
」「
水
切
瓦
賞
」

「
町
並
み
賞
」な
ど「
な
は
り
浦
の
会
」

な
ら
で
は
の
ユ
ニ
ー
ク
な
賞
が
子
ど

も
た
ち
に
与
え
ら
れ
ま
し
た
。

　

今
年
は
、「
旧
高
田
屋
」
や
「
藤
村

製
糸
」
な
ど
登
録
有
形
文
化
財
を
描

い
た
作
品
の
ほ
か
に
「
ふ
る
さ
と
海

岸
」や「
加
領
郷
漁
港
」な
ど
の
風
景

を
描
い
た
力
作
も
多
く
出
展
さ
れ
ま

し
た
。

　

昨
年
、
日
本
遺
産
に
認
定
さ
れ
た

旧
魚
梁
瀬
森
林
鉄
道
の
一
部
で
あ
る

「
法
恩
寺
跨
線
橋
」
を
描
い
た
作
品

が
多
数
出
展
さ
れ
ま
し
た
が
、
そ
の

中
で
も
奈
半
利
小
学
校
２
年
生
松
村

優
姫
奈
さ
ん
の
描
い
た
作
品
は
、
跨

線
橋
下
に
あ
る
道
の
魅
力
的
な
奥
行

き
や
、
細
か
い
描
写
と
暖
か
な
色
合

い
で
堅
い
イ
メ
ー
ジ
の
跨
線
橋
が
楽

し
そ
う
に
描
か
れ
て
お
り
、
み
ご
と

「
町
並
み
大
賞
」に
選
ば
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
同
小
学
校
６
年
生
西
本
颯

君
の
描
い
た
森
家
住
宅
東
石
塀
は
、

細
か
い
描
写
に
歴
史
の
重
み
を
感
じ

さ
せ
る
重
厚
な
色
合
い
の
作
品
と
な

っ
て
お
り
、
今
年
新
た
に
作
ら
れ
た

「
古
民
家
A
r
t
賞
」に
選
ば
れ
ま
し

た
。

　

第
１３
回
奈
半
利
町
お
宝
を
描
こ
う
展
開
催

　

９
月
１５
日（
土
）か
ら
１０
月
１４
日（
日
）の
間
、奈
半
利
町
民
会
館
に

お
い
て「
第
１３
回
お
宝
を
描
こ
う
展
」が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

町並み大賞（左）、古民家Art賞（右）

　

９
月
２
日（
日
）に
奈
半
利
町

防
災
訓
練
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
南
海
ト
ラ
フ
地

震
の
発
生
を
想
定
し
避
難
訓

練
を
実
施
し
た
後
に
、
防
災

セ
ン
タ
ー
に
て
研
修
会
を
行

い
、
奈
半
利
町
防
災
セ
ン
タ
ー

の
概
要
説
明
、
感
震
ブ
レ
ー

カ
ー
購
入
等
補
助
金
に
つ
い
て

の
説
明
等
を
行
い
ま
し
た
。

地域のみんなで
自主防災訓練！

【その他の受賞者（順不同）】
　◆町並み賞
　　廣瀬　桃佳、米田　美悠、山中　瑛太　
　◆石塀賞　
　　五味　柚葉、田中　達仁

　◆水切瓦賞
　　山中友里愛、小野　暖真、大西　　亮
　◆港の夕日賞
　　藤田　凜香

滑　なはり広報　No.3215
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☆
町
の
ニ
ュ
ー
ス

　奈半利町役場地域振興課に米食味分析計を設置しました。
　この食味分析計は、毎年年１回開催されている「農業振興フェア」でも用いられている
ものであり、米コンテストなどの大会でも使用されている分析計でもあります。
　現在、ふるさと納税返礼品として出荷されているなはり米は、ＪＡの等級検査など厳密な検査により出荷されて
いますが、さらに価格の安定や品質向上に向けてのステップアップが求められています。中でも、食味分析計の
導入により、米の食味検査による土壌改良や安心安全なお米を提供することにより、価格の安定化なども図るこ
とができるようになります。
　今後はこの機械を活用し、ＪＡと連携を取りながら食味会の開催など、なはり米の品質向上に努めていきます。
　ご興味のある方は、玄米2合程度ご持参いただき、ご参考に計測できますので気軽にお声をお掛けください。
　また奈半利町では、土壌改良用天日塩や葉面散布用にがりの配布なども行っており、にがり散布用動噴機の貸
し出しも行っていますので、よろしくお願いいたします。

米食味分析計購入

　

平
成
30
年
度
奈
半
利
町
表
彰
式
開
催

　

町
表
彰
は
、奈
半
利
町
の
教

育
、文
化
、産
業
、経
済
及
び
社

会
福
祉
そ
の
他
公
益
事
業
に
功

労
が
顕
著
で
あ
る
な
ど
、長
き
に

わ
た
り
本
町
に
貢
献
さ
れ
た
個

人
や
団
体
の
活
動
を
讃
え
表
彰

す
る
も
の
で
す
。

　

本
年
度
の
表
彰
者
は
地
域
イ

ベ
ン
ト
を
通
じ
て
地
域
の
活
性
化

に
貢
献
さ
れ
た
林
淳
様
、自
身
の

実
家
を
文
化
行
事
の
拠
点
と
し

て
開
放
し
、そ
れ
ら
の
行
事
の
中

核
と
し
て
活
躍
さ
れ
た
濱
田
典

弥
様
、農
業
委
員
会
委
員
と
し
て

当
町
の
農
業
振
興
に
貢
献
さ
れ

た
山
本
克
彦
様
、奈
半
利
町
長
と

し
て
地
方
自
治
の
振
興
と
本
町

の
発
展
に
尽
力
さ
れ
た
齊
藤
一

孝
様
の
４
人
が
表
彰
さ
れ
ま
し

た
。

　

１０
月
２７
日（
土
）、奈
半
利
町
民
会
館
に
お
い
て
平
成
３０

年
度
奈
半
利
町
表
彰
式
が
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。右から

　山本克彦さん、齊藤一孝さん、
　林淳さん、濱田典弥さん

　

9
月
21
日
、
奈
半
利
町
及
び
高

知
県
並
び
に
あ
い
お
い
ニ
ッ
セ
イ
同

和
損
害
保
険
㈱
は
互
い
に
パ
ー
ト

ナ
ー
と
し
て
協
働
の
海
づ
く
り
を

行
い
、
奈
半
利
町
の
海
の
保
全
及

び
地
域
と
の
交
流
を
進
め
る
パ
ー

ト
ナ
ー
ズ
協
定
を
締
結
し
ま
し
た
。

　

地
域
密
着
を
掲
げ
る
あ
い
お
い

ニ
ッ
セ
イ
同
和
損
害
保
険
㈱
は
、

災
害
時
の
危
機
管
理
、
介
護
・
福

祉
、
産
業
振
興
、
交
通
安
全
な
ど

幅
広
い
分
野
の
地
域
貢
献
活
動
を

行
っ
て
お
り
奈
半
利
町
と
そ
れ
ぞ

れ
の
資
源
を
活
用
し
た
協
働
活
動

の
推
進
を
図
る
た
め
の
連
携
協
定

の
締
結
と
な
り
ま
し
た
。

　

な
お
、
今
回
の
協
定
は
、
協
働

の
海
づ
く
り
事
業
の
パ
ー
ト
ナ
ー

ズ
協
定
を
締
結
す
る
初
め
て
の
事

例
と
な
り
ま
す
。

　

※
8
月
28
日
に
は
あ
い

お
い
ニ
ッ
セ
イ
同
和
損
害

保
険
㈱
と
「
地
方
創
生
に

関
す
る
連
携
協
定
」
を
締

結
し
て
い
ま
す
。

奈
半
利
町
・
高
知
県
・
あ
い
お
い
ニッ
セ
イ
同
和
損
害
保
険
㈱

　

協
働
の
海
づ
く
り
事
業
に
よ
る

　
　
　
　

パ
ー
ト
ナ
ー
ズ
協
定
を
締
結
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☆
町
の
ニ
ュ
ー
ス

　

文
庫
ま
つ
り
は
、昔
遊
び
や
折
り
紙

な
ど
現
代
の
テ
レ
ビ
ゲ
ー
ム
な
ど
と

は
違
う
楽
し
さ
を
子
ど
も
た
ち
に

知
っ
て
も
ら
う
と
と
も
に
本
に
親
し
ん

で
も
ら
お
う
と
、お
う
ち
文
庫
の
開
設

当
初
か
ら
行
わ
れ
て
い
る
催
し
で
す
。

　

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
は
毎
年
恒
例
と
な
っ

た
こ
れ
か
ら
始
ま
る
楽
し
い
時
間
を

表
す
よ
う
な
、歌
に
合
わ
せ
た
手
遊
び

「
ピ
ッ
ピ
と
チ
ッ
チ
」で
始
ま
り
、パ
ネ

ル
シ
ア
タ
ー
や
絵
本
の
読
み
聞
か
せ

な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

絵
本
を
題
材
に
し
た
な
ぞ
な
ぞ
で

は
、折
り
紙
で
作
っ
た
手
裏
剣
や
コ
マ

な
ど
が
正
解
者
に
配
ら
れ
た
た
め
、子

ど
も
た
ち
は
正
解
を
出
そ
う
と
競
い

合
っ
て
解
答
し
、大
い
に
盛
り
上
が
り

ま
し
た
。

　

ま
つ
り
の
最
後
に
は
、白
紙
の
ジ
グ

ソ
ー
パ
ズ
ル
に
絵
を
描
い
て
作
成
す

る「
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
ジ
グ
ソ
ー
パ
ズ
ル

作
り
」が
行
わ
れ
、子
ど
も
た
ち
は
カ

ラ
フ
ル
な
色
で
思
い
思
い
の
絵
を
描

き
な
が
ら
作
品
を
作
っ
て
い
ま
し
た
。

　

　

第
１4
回
文
庫
ま
つ
り
が
開
催
さ
れ
ま
し
た

　おうち文庫は絵本を中心とした文庫となっており、毎週土曜日午後２時から開設しておりま
す。また、絵本の読み聞かせや折り紙なども行っており、小さなお子様連れでも利用しやすいよ
うな、落ち着いたあたたかい空間となっていますので、ぜひ足をお運びください。

　

１０
月
６
日（
土
）み
ん
な
の
お
う
ち
の「
お
う
ち
文
庫
」に
お
い
て
、読
み
聞
か
せ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

主
催
の
文
庫
ま
つ
り
が
開
催
さ
れ
、幼
児
か
ら
大
人
ま
で
約
４０
人
が
集
ま
り
ま
し
た
。

オープニングのピッピとチッチ

なぞなぞで大盛り上がり

パネルシアター「おばけマンション」
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☆
町
の
ニ
ュ
ー
ス

　

奈
半
利
町
は
高
齢
化
率
が
４２
％

と
な
り
、認
知
症
の
方
も
増
加
傾
向

に
あ
り
ま
す
。認
知
症
は
、身
近
で

誰
も
が
な
る
可
能
性
の
あ
る
脳
の
病

気
で
す
。覚
え
る
部
分
の
脳
が
障
害

を
受
け
た
た
め
に
、何
度
も
同
じ
話

を
し
た
り
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

相
手
の
気
持
ち
を
考
え
て
接
す
る
こ

と
が
大
切
で
す
。

　

ま
た
、
一
人
暮
ら
し
の
認
知
症
の

方
で
も
社
会
福
祉
協
議
会
、
民
生

委
員
、
福
祉
協
力
員
、
ご
近
所
の

方
、
ヘ
ル
パ
ー
な
ど
の
専
門
職
の
方

の
見
守
り
に
よ
っ
て
、
安
心
し
て
暮

ら
す
こ
と
が
で
き
る
こ
と
を
認
知
症

啓
発
劇
を
通
し
て
学
ぶ
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

　

最
後
に
、自
分
た
ち
が
地
域
で
で

き
る
こ
と
を
考
え
て
発
表
し
て
く
れ

ま
し
た
。「
困
っ
て
い
る
人
が
い
た

ら
、声
を
か
け
る
」「
人
に
会
っ
た
ら

挨
拶
を
す
る
」な
ど
奈
半
利
町
を
支

え
る
６
年
生
ら
し
い
意
見
が
た
く
さ

ん
あ
り
ま
し
た
。

　

授
業
終
了
後
、認
知
症
サ
ポ
ー
タ

ー
の
証
で
あ
る
オ
レ
ン
ジ
リ
ン
グ
と

終
了
証
を
も
ら
い
、６
年
生
は
認
知

症
キ
ッ
ズ
サ
ポ
ー
タ
ー
に
な
り
ま
し

た
！

認
知
症
が
あ
っ
て
も
支
え
合
え
る
地
域
づ
く
り
！

認知症劇の様子☞

ほっとカフェさかい屋（認知症カフェ）の取り組み
　今年度は、毎月１回ミニ講座を実施しながらカフェを
開催しています。講座の内容は、認知症の理解から薬
のこと、排泄のことなどさまざまな内容を行っています。
９月は食べることの大切さや肺炎予防について、はまう
づ医院の小松言語療法士にお話をしていただきました。
　１０月の講座は「看取り」について、あき総合病院の
的場先生にお話をしていただきました。元気でいること
や人生の楽しいことは考えるが、具体的に自分の看取り
をどうするかを考えている人は少なく、自分が亡くなる
ときに子どもたちや残された人が困らないように、備え
ておくことの大切さを話してくれました。平均寿命が男
女ともに８０歳を超え、９０歳以上の方の死亡原因の１位
は老衰となっているそうです。死は誰にでも来る当たり
前のことです。自分がどういう看取りを希望するのか、
家族と話し合っておくことの大切さを学びました。
　このようなミニ講座を毎月実施していますので、ぜ
ひお気軽にカフェにお越しください。

（奈半利町住民福祉課）

　

今
年
度
で
４
度
目
と
な
る
奈
半
利
小
学
校
６
年
生
を
対
象
に
し
た

「
認
知
症
キ
ッ
ズ
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
」を
９
月
２８
日
に
開
催
し
ま

し
た
。



国際交流員

コスタ・アンドレア

　日本では、ペルーのことをあまり知ら
れていませんが、実はペルーと日本は昔
からつながりがあります。19世紀末に地
球の逆にあるペルーという国には黄金が
多いという噂がありました。さらにペルー
は理想的な気候であり、食文化は日本と
似ていて、伝染病もぜんぜん無い国だったようです。このため
に日本人の多くの若い男性はペルーで働くために移住して来ま
した。１９４１年には日本人がペルーに約１６，３００人いて、この中
で女性は約３，０００人しかいませんでした。現在は日系ペルー人

が約１６０，０００人いて、1990年にアルベルト・フジモリという日系ペルー人は大統領になりました。
しかし、フジモリさんは不祥事がたくさんあり日本へ逃げて2005年に捕まりました。12年間刑務
所にいましたが、去年の12月に体調を崩し、ペルーの政府から恩赦をもらいましたが、今年の10
月の月初めにその恩赦は取り消されました。90年代には、日本の移民法が改正されて、日系ペル
ー人の内60,000人は日本へ戻ってきました。
　私はアメリカ育ちですが、父はペルー育ちで17歳の時にアメ
リカに移民したそうです。なので、私は大学で日本文化を勉強
して、家族からペルーの文化を教わったため、ペルーの文化に
日本の影響があることを実感しました。例えば、日本料理とペ
ルー料理のフュージョンはペルーでは「ニッケイ」と呼ばれて
います。この言葉だけで日本語の影響があるのがよく分かります。ペルーの名物料理は「セビチ
ェ」という物で、生魚はライムジュースで締めています。生魚の使用は日本の影響から来ており、
ペルーの調味料や材料も使っているためニッケイと言えます。ペルー料理は、日本だけでなく
色々な国からの影響があるからこそ、世界屈指の料理だと考えられています。

☆ ペルーと日本の関係 

　日本では秋にいろんな祭りがありますが、アメリ
カでは感謝祭とブラックフライデーという祝日があり
ます。感謝祭は昔、イギリスからアメリカの植民地
に来た人たちがインディアンスというアメリカの現
地人と一緒に秋にできた作物でご馳走を食べた
日の記念です。現在はこの記念日を家族やお友
達と祝います。ご馳走をそれぞれ作って皆で食べます。七面鳥の丸焼きやスタッフィン
グやマッシュポテト等、いろんな伝統のある料理を食べることができます。カリフォルニ
アにはアジア系の家族が多いので、感謝祭に食べる料理にシーフードもあります。

　私の家族はおしゃれをして親戚の家に集まります。料理の準備をし、お互
いに感謝の気持ちを伝え合い楽しみます。感謝祭の次の日からブラックフラ
イデーが始まります。ブラックフライデーはいろんなお店が一年で一番大き
いセールをします。たくさんの人が何時間も並んでセール品を買いに行きま
す。私も友達と一緒にお店に行って長い間並んで買い物をします。大半の
人はクリスマスプレゼントを買いに行きます。ブラックフライデーはショッピング
センターの一番忙しい日です。

エイムス・メロディ・リサ

外国語指導助手１１月がきました！

滑　なはり広報　No.3219
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「思いを一つに」「思いを一つに」「思いを一つに」

最後で最高の体育大会最後で最高の体育大会最後で最高の体育大会

郷土料理を作って郷土料理を作って郷土料理を作って

　９月１５日、僕たち３年生にとって、中学生活最後の体育大会
が開催されました。
　しんどいこともたくさんあったけど、僕は体育大会実行委員
長として、みんなをまとめることができたと思います。
　僕は自分に任されたこの体育大会を絶対に成功させたいと頑
張ってきました。生徒のみんなもついてきてくれたおかげで、体
育大会は大成功を収めることができました。これも一生懸命に
みんなが取り組んでくれたからです。僕一人の力ではそこまで
頑張れず、くじけていたと思います。それを支えてくれた３年の
仲間や後輩たち、先生方には感謝しています。

　僕たちは生徒会のスローガンでもある、「限界突破」をすることができたと思います。
　この体育大会を通して、僕が学んだことは、「あきらめずに頑張ったら、必ずとはいえないけど何かが起こる」
ということです。そんなことを考えさせてくれた体育大会でした。
 奈半利中学校　3年　森本　愛斗

　１０月８日、安芸地区陸上大会がありました。今年も延期となり、月曜日に
開催されました。僕はキャプテンとして自分が出場する全ての競技や他の選手
への応援を頑張りました。今年は、昨年より出場する人数が多く、部活動もと
ても賑やかになり、皆活気が沸いていました。でも、僕は大会前日までとても
不安でした。大会５日前に足を痛めてしまい、これでは本番走れなくなるかも
しれないと思いました。皆頑張っている中、自分だけ頑張れないのはいけない、
キャプテンとして皆を引っ張っていかなければならないと思い、必死に頑張り
ました。
　大会は、３年生の僕たちにとっては最後となります。泣いても笑っても最後
の競技となるので悔いの残らない走りをしました。3,０００メートルの結果は１位
で自己ベストを更新しました。他の選手も多くの競技で入賞することができま
した。次の人たちも頑張ってほしいです。
 奈半利中学校　3年　井上　由河

　今日は、郷土料理を作らしてもらいありがとうございます。
　すごく作るのが楽しかったです。私は、すまし汁とうさぎりんごの担当
でした。うさぎりんごは前から練習していたので結構うまくできていたと
思います。すまし汁は、中に入れるネギや豆腐を切っていました。ねぎは２
㎜ぐらいに切れ、豆腐もきれいに切れていたと思います。すまし汁の出汁
を味見したとき、最初は「うすいなぁ」と思っていましたが、すまし汁が出
来上がったときにはお出汁が丁度いい感じになっておいしかったです。
　他の班の人が作った料理も本当においしかった。魚の竜田揚げは、魚
が苦手な私は食べられないと思っていたのですが、魚嫌いな私でもおいしいと感じました。ぐる煮も好みの味でおいし
かったです。
　五目寿司はみんなで協力して作りました。みんな、こんにゃくと揚げに寿司飯を入れるのがうまかったです。実は、い
なり寿司もあまり好きではないのですが、いなり寿司もおいしかったです。こんにゃくも甘辛くておいしかったです。海
苔巻きは、去年も作ったのできれいにできました。ヘルスメイトさん、クラスのみんなで楽しく作ることができ、味もすご
くおいしくて満足です。また郷土料理を作りたいです。
　本当にありがとうございました。

奈半利中学校　2年　小野　愛梨

 １年１００ｍ ： １位 鶴和　恭介（１２秒５）
 ２年１００ｍ ： １位 太田　悠平（１２秒８）
  ２位 竹島　　匠（１２秒９）
　
（女子）
 ２００ｍ ： ２位 細川　琴心（３１秒４）　
  ３位 西岡　美葉（３１秒５）
 １００ｍＨ ：  ３位 木下　美里（２１秒６）　
 ４００Ｒ ： ３位 奈半利中学校（５９秒１）
 ３年100ｍ ：  ２位 太田　莉瑚（１４秒７）　

　加領郷小学校は、児童数は少ないですが、きめの細かい指導が行き届く良さ、教具教材などが一人一人に
行き渡る良さなど、小規模校の良さとしての特性を生かし学校運営を行っているところです。しかしながら、あ
る程度の集団で切磋琢磨をし、自身を磨いていく社会性の育ちでは課題があります。そのような課題を少しで
も克服するために、小規模校同士での交流や町内の奈半利小学校との交流を行い、大きい集団に慣れる機会
をできるだけ多くつくっています。そのひとつとして、10月9日には、おもしろ科学実験「水ロケットを飛ばそ
う！」（高知県技術者協会の出前授業）を本校児童と奈半利小学校6年生が交流しながら行いました。その時の
作文を紹介します。

加 領 郷 小 学 校 便り
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「思いを一つに」

最後で最高の体育大会

郷土料理を作って

 
平成３０年度　安芸地区中学校陸上競技大会

（月）に開催された平成３０年度安芸地区
中学校陸上競技大会で素晴らしい結果を

残すことができました。日頃の成果を十分に発揮できたと
思います。おめでとうございます！

10/8 イベント
Event 10月

（男子）
 ２００ｍ ： ２位 太田　悠平（２６秒３）
 ８００ｍ ： ３位 井上　由河（２分２０秒３）
 １１０ｍＨ ： １位 淡路　龍翔（２０秒５）
 砲丸投 ： １位 龍　　星吾（１０ｍ２４）　
  ３位 大寺　祐輝（７ｍ７４）
 ４００ｍＲ ： １位 奈半利中学校（４９秒７）
 １５００ｍ ：  １位 岡松　大和（５分１２秒１）
 走幅跳 ： １位 鶴和　恭介（５ｍ２１）　
 走高跳 ： １位 岡松　大和（１ｍ３０）
  ２位 森口　泰拓（１ｍ２５）

　加領郷小学校は、児童数は少ないですが、きめの細かい指導が行き届く良さ、教具教材などが一人一人に
行き渡る良さなど、小規模校の良さとしての特性を生かし学校運営を行っているところです。しかしながら、あ
る程度の集団で切磋琢磨をし、自身を磨いていく社会性の育ちでは課題があります。そのような課題を少しで
も克服するために、小規模校同士での交流や町内の奈半利小学校との交流を行い、大きい集団に慣れる機会
をできるだけ多くつくっています。そのひとつとして、10月9日には、おもしろ科学実験「水ロケットを飛ばそ
う！」（高知県技術者協会の出前授業）を本校児童と奈半利小学校6年生が交流しながら行いました。その時の
作文を紹介します。

　加領郷小学校は、児童数は少ないですが、きめの細かい指導が行き届く良さ、教具教材などが一人一人に
行き渡る良さなど、小規模校の良さとしての特性を生かし学校運営を行っているところです。しかしながら、あ
る程度の集団で切磋琢磨をし、自身を磨いていく社会性の育ちでは課題があります。そのような課題を少しで
も克服するために、小規模校同士での交流や町内の奈半利小学校との交流を行い、大きい集団に慣れる機会
をできるだけ多くつくっています。そのひとつとして、10月9日には、おもしろ科学実験「水ロケットを飛ばそ
う！」（高知県技術者協会の出前授業）を本校児童と奈半利小学校6年生が交流しながら行いました。その時の
作文を紹介します。

 5年　大西　哲平
　今日は、奈半利小学校の6年生といっしょに水ロケットを作って飛ばし
ました。
　まずは、ロケット作りです。自分だけでやろうとしたら、ぜったいできな
いと思いました。6 年生と協力してつくったおかげでうまく作ることがで
きました。次に、ロケットを飛ばしました。ぼくたちのロケットはプールまで
飛びました。奈半利小学校の6年生と交流もできたし、楽しいロケット作
りでした。

 5年　大西　香
　今日は、おもしろ科学実験で水ロケット作りを教えてもらいました。ぼくは、初めて水ロケットを作りました。はじ
めに水ロケットの上の部分を作りました。ぼくは、ちょっと変になったかなと思いながら作りました。外に出て飛ば

したらすごく飛んでいったのでうれしかったです。ほかの班の人たちが作
った水ロケットがプールまで飛んだのでビックリしました。プールまでの長
い距離を飛んだので、ぼくの予想以上でした。

 6 年　大西　亮
　ぼくは、初めて水ロケットを作りました。奈半利小学校の 6年生と
いっしょにしました。

　ぼくは、初め、ロケットの上の部分を作りました。簡単そうに思っていたけど、実際やってみると難しか
ったです。でも、楽しかったです。次に飛ばすことにしました。まず、外に出て空気だけで飛ばしたら15メ
ートルぐらいしか飛びませんでした。それから、ぼくたちの水ロケットを飛ばすと 50 メートルぐらい飛び
ました。楽しかったです。

加 領 郷 小 学 校 便り加 領 郷 小 学 校 便り加 領 郷 小 学 校 便り
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3年生　町敬老会に参加

 
奈半利小

 
2年生　芋掘り・芋苗植え体験

 
4、6年生　シーカヤック、シュノーケリング体験

（月）に行われた奈
半利町敬老会に３

年生が参加させていただきました。
　代表児童による作文発表を行っ
た後、地域のお年寄りの方々に向け
て、3年生全員で俳句・リコーダー・
歌を発表しました。国語の学習で習
ったばかりの俳句は、五・七・五の音
に合うように、おじいさん・おばあさ
んのことを考えながら作りました。

9/17

（金）、海辺の自然学校で4年生と6年生が、シーカ
ヤックとシュノーケリングを体験しました。

　2、3人に分かれ、カヤックを操縦しました。前日に教室で行った
パドル操作の練習では、「簡単！」という声も聞こえてきましたが、
やはり海の上では難しかったようでした。パドルを操ることでも四
苦八苦しているようでしたが、息を合わせることが難しかったよう
です。苦戦した結果、息を合わせるためのかけ声が聞こえるように
なりました。
　シュノーケリングでは、テレビや本でしか見たことのなかった魚
や珊瑚を見つけては大喜びでした。こんなにも浅いところで珊瑚が
見られる奈半利町のきれいな自然を満喫することができました。

9/21

（木）、奈半利小学校2年生が
米ケ岡で芋掘りをしました。6月

に芋苗植えをし、「お芋大きくなっちゅうかなあ」
と当日を楽しみにしていた2年生。「お芋を傷つ
けずに掘るぞ！」とスコップを使い慎重に掘りま
すが、どうしても皮がむけたり傷がついてしまい
ます。「普段お店で売りゆうお芋はきれいやの
に、掘るのはこんなに難しいがや」とつぶやく子
もいました。小雨の日が続いていたため、土が粘
土のようになっており掘りづらかったと思います
が、次 と々お芋を掘り出していきます。顔の大きさ
に負けないくらい大きなお芋もたくさん掘り、嬉
しそうな子どもたちの笑顔が見られました。掘り
出したお芋は次の日の給食にも、「さつまいもの
みそ汁」として登場しました。

10/11

「ぼくたちの　いつも味方は　じいじばあば」、「おじいちゃん　いつもやさしい　大好きだよ」など、
それぞれ、子どもたちの思いがこもった温かい俳句ができました。また、子どもたちの歌声に涙してくだ
さる方もおり、子どもたちも気持ちが伝わったという達成感に満ちていました。
　例年このような地域行事に参加し、とても良い経験をさせていただいています。

イベント
Event 9月

10月
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平成29年度の決算を認定
一般会計歳出総額

108億6,843万円
（前年度比43.2％増）

特別会計の歳出総額　
　国民健康保険事業 6億5,578万円
　簡易水道事業 1億4,507万円
　漁業集落排水事業 979万円
　後期高齢者医療 5,969万円

平成30年度　補正予算
一般会計　総務費、農林水産業費などに1億5,435万円を追加。

採決結果予算総額追加予算額既定予算額会　計　名

賛成者全員68億227万円1億5,435万円66億4,793万円一 般 会 計
賛成者全員5億4,918万円553万円5億4,365万円国 保 会 計特

別
会
計

賛成者全員6,344万円213万円6,131万円簡 易 水 道
賛成者全員5,834万円215万円5,618万円漁業集落排水
賛成者全員6,063万円-5万円6,068万円後期高齢者医療

75億3,386万円1億6,411万円73億6,975万円計

　平成30年度各会計予算 　

採決結果前年度対比
（歳出）

平成28年度
（歳出）

平成29年度
（歳出）

平成29年度
（歳入）会　　計　　名

賛成者全員143.2%75億9,168万円108億6,843万円113億7,999万円一 般 会 計
賛成者全員101.5%6億4,584万円6億5,578万円6億6,298万円国 保 会 計特

別
会
計

賛成者全員103.7%1億3,996万円1億4,507万円1億4,920万円簡 易 水 道
賛成者全員95.8%1,022万円979万円1,275万円漁業集落排水
賛成者全員101.7%5,868万円5,969万円5,974万円後期高齢者医療

139.0%84億4,638万円117億3,876万円122億6,466万円計

　平成29年度各会計の決算の状況 　

●平成30年9月定例会

VOL.160
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　９月定例会は９月１２日に開会、町長からの行政報告の後、報告１件、人事案件３件、条例
案件４件、予算案件５件、決算認定５件を原案通り認定、可決し１８日に閉会した。
　一般質問には４人の議員が登壇し、「ふるさと納税の返礼品について」、「竹﨑町政の基本
方針」、「奈半利川の洪水対策」、「地方自治に関する基本姿勢」、「公務員としての認識」など
について執行部の考えを 質 した。

ただ

●平成30年　第3回定例会（9月）

（
要
旨
）

（
要
旨
）

（
要
旨
）

（
要
旨
）

（
要
旨
）
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利
町

の
共
催
に
よ
り
開
催
さ
れ
た
Ố

　

当
イ
ベ
ン
ト
は
多
く
の
ボ
ラ
ン

テ
ỹ
ア
の
方
々
の
協
力
を
得
な
が
ら

平
成　

年
度
か
ら
毎
年
実
施
し
て
お

２２

り
ỏ
本
年
は
県
内
外
か
ら　

人
の
参

１３９

加
が
あ
ỳ
た
Ố

　

当
日
は
波
の
状
況
を
考
慮
し
ỏ
バ

イ
ク
ỏ
ラ
ン
の
２
種
類
の
競
技
と

な
ỳ
た
が
ỏ
選
手
同
士
ỏ
お
互
い
に

競
い
合
い
ỏ
大
き
な
事
故
も
な
く
無

事
終
了
す
る
こ
と
が
で
き
た
Ố

　

ま
た
ỏ
競
技
終
了
後
は
毎
年
子
ど

も
た
ち
に
人
気
の
ス
イ
カ
が
ふ
る
ま

わ
れ
た
り
ỏ
宝
探
し
が
行
わ
れ
ỏ
奈

半
利
な
ら
で
は
の
お
も
て
な
し
を
満

喫
し
て
い
た
だ
い
た
Ố

　

本
イ
ベ
ン
ト
を
通
じ
て
自
然
と
の

ふ
れ
あ
い
か
ら
得
ら
れ
た
貴
重
な
体

験
は
ỏ
子
ど
も
た
ち
が
成
長
す
る
過

程
に
は
大
き
な
役
割
が
あ
る
と
考
え

て
い
る
Ố

　

ま
た
ỏ
奈
半
利
町
の
知
名
度
の

ア
ỽ
プ
や
交
流
人
口
の
さ
ら
な
る
拡

大
の
た
め
に
は
こ
う
い
ỳ
た
地
域
内

外
の
住
民
参
加
型
の
取
り
組
み
が
重

要
で
あ
る
と
考
え
て
お
り
ỏ
来
年
度

は　

周
年
を
迎
え
る
記
念
イ
ベ
ン
ト

１０
と
な
る
こ
と
か
ら
ỏ
今
後
と
も
さ
ら

な
る
ご
支
援
ご
協
力
の
程
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
Ố

○
米
ケ
岡
地
区
集
落
維
持
・
活

性
化
事
業
に
つ
い
て

　

こ
の
事
業
は
ỏ
平
成　

年
度
か
ら

２６

ủ
山
霧
の
里　

な
は
り
の
て
ỳ
ぺ
ん

　

米
ケ
岡　

米
づ
く
り
体
験
Ứ
と
題

し
て
ỏ
小
学
生
ま
で
の
子
ど
も
を
持

つ
家
族
を
対
象
と
し
た
ỏ
農
作
業
体

験
や
自
然
に
触
れ
て
も
ら
う
事
業
で

あ
り
ỏ
日
頃
ỏ
農
業
に
親
し
む
機
会

が
少
な
い
子
ど
も
た
ち
に
ỏ
自
然
豊

か
な
米
ケ
岡
地
区
で
ỏ
米
作
り
や
野

菜
栽
培
を
通
じ
て
ỏủ
農
業
Ứやủ
食
Ứ

の
大
切
さ
ỏ
ひ
い
て
は
ủ
自
然
を
守

る
Ứ
こ
と
の
大
切
さ
を
再
認
識
し
て

も
ら
う
こ
と
を
目
的
に
ỏ
米
ケ
岡
地

区
の
住
民
が
主
体
と
な
ỳ
て
開
催
し

て
い
る
Ố

　

今
年
度
は
特
に
ủ
な
は
り
里
山

フ
ỻ
ス
Ứ
と
名
前
を
改
め
ỏ
内
容
の

拡
充
や
ỏ
Ｐ
Ｒ
方
法
の
検
討
を
行
ỳ

て
き
た
Ố

　

去
る
８
月
５
日
に
本
年
度
３
回
目

の
体
験
事
業
を
開
催
し
ỏ
参
加
者
数

は　

家
族　

人
で
ỏ
例
年
の
約
３
倍

１８

５６

の
参
加
が
あ
ỳ
た
Ố

　

キ
ỿ
ウ
リ
ỏ
ナ
ス
ỏ
ト
マ
ト
と

い
ỳ
た
夏
野
菜
の
収
穫
ỏ
あ
ら
か
じ

め
米
ケ
岡
地
区
で
採
集
し
た
カ
ブ
ト

虫
や
ク
ワ
ガ
タ
虫
の
観
察
会
や
昆
虫

採
集
ỏ
地
域
の
住
民
が
中
心
と
な
ỳ

て
制
作
し
た
ỏ
総
延
長　

メ
ồ
ト
ル

４０

を
超
え
る
流
し
そ
う
め
ん
な
ど
を
行

い
ỏ
米
ケ
岡
地
区
な
ら
で
は
の
自
然

を
満
喫
し
て
い
た
だ
け
た
と
考
え
て

い
る
Ố

　

ま
た
ỏ
参
加
者
の
中
か
ら
ỏủ
イ
ベ

ン
ト
を
通
じ
て
米
ケ
岡
地
区
と
い
う

す
ば
ら
し
い
自
然
や
景
観
が
あ
る
こ

と
を
知
れ
た
Ố
定
期
的
に
子
ど
も
を

連
れ
て
遊
び
に
来
て
い
る
Ứ
と
い
ỳ

た
声
も
い
た
だ
い
た
Ố

　

今
後
の
事
業
内
容
と
し
て
は
ỏ

ủ
稲
刈
り
体
験
Ứ
や
ủ
収
穫
祭
Ứ
等

を
予
定
し
て
お
り
ỏ
引
き
続
き
ỏ
当

町
の
豊
か
な
自
然
と
安
全
で
お
い
し

い
食
材
を
提
供
す
る
農
林
漁
業
の
体

験
型
イ
ベ
ン
ト
を
企
画
し
ỏ
当
町
の

魅
力
を
Ｐ
Ｒ
す
る
こ
と
に
よ
る
交
流

人
口
の
拡
大
と
集
落
の
活
性
化
を

図
ỳ
て
い
く
Ố

○
災
害
復
旧
事
業
に
つ
い
て

　

平
成　

年
６
月　

日
か
ら
６
月　

３０

１９

２０

日
の
梅
雨
前
線
豪
雨
ỏ
時
間
最
大
雨

量　

・
０
㎜
ỏ　

時
間
雨
量　

・
０

３５

２４

１７３

㎜
ỏ
連
続
雨
量　
・
０
㎜
に
よ
り
ỏ

１６３

久
礼
岩
地
区
で
農
地
災
害
が
１
箇

所
ỏ
公
共
土
木
施
設
道
路
災
害
が
町

道
平
花
田
線
ỏ
町
道
四
手
井
岡
線
の

２
箇
所
で
発
生
し
て
い
る
Ố

　

農
地
災
害
に
お
い
て
は
ỏ
現
在
ỏ

早
期
復
旧
に
向
け
て
ỏ
災
害
査
定
申

請
事
務
を
進
め
て
い
る
Ố

　

公
共
土
木
施
設
災
害
に
お
い
て

は
ỏ
工
事
発
注
に
向
け
関
係
機
関
と

協
議
等
の
事
務
処
理
を
進
め
て
お

り
ỏ
早
急
に
工
事
を
発
注
し
ỏ
早
期

復
旧
を
目
指
す
と
こ
ろ
で
あ
る
Ố

○
奈
半
利
町
農
業
拠
点
施
設

に
つ
い
て

　

高
齢
化
と
と
も
に
若
年
層
の
就
農

者
が
著
し
く
少
な
い
当
町
で
は
ỏ
農

業
就
業
人
口
が
減
少
し
て
お
り
ỏ
そ

の
構
成
割
合
も　

歳
以
上
が
半
数
以

６５

上
を
占
め
て
い
る
状
況
ớ
資
料
ứ
農

林
業
セ
ン
サ
ス
Ừ
Ờ
で
ỏ
今
後
も
さ

ら
に
当
該
人
口
の
減
少
が
加
速
し
て

い
く
こ
と
が
予
想
さ
れ
て
い
る
Ố

　

当
事
業
で
は
ỏ
農
業
の
担
い
手
確

保
対
策
と
し
て
の
就
農
研
修
住
宅

と
ỏ
農
業
に
携
わ
り
ỏ
雇
用
を
生
む

こ
と
を
目
的
に
農
畜
産
物
を
主
に
扱

う
農
畜
産
物
集
出
荷
セ
ン
タ
ồ
と
し

て
ỏ
平
成　

年
４
月
か
ら
稼
働
を
し

３０

て
い
る
Ố

　

現
在
ỏ
就
農
研
修
住
宅
へ
協
力
隊

員
１
人
が
入
居
し
て
お
り
ỏ
５
月
末

か
ら
生
活
し
な
が
ら
ỏ
町
内
の
ハ
ウ

ス
農
家
で
農
業
研
修
を
行
ỳ
て
い

る
Ố

　

今
後
も
就
農
研
修
住
宅
に
つ
い
て

は
ỏ
移
住
者
等
が
新
規
就
農
を
目
指

す
拠
点
と
し
て
ỏ
町
内
の
農
業
事
業

者
と
連
携
を
図
り
な
が
ら
ỏ
新
規
就

農
及
び
移
住
の
促
進
に
努
め
て
い

く
Ố

　

ま
た
ỏ
農
畜
産
物
集
出
荷
セ
ン

タ
ồ
で
は
ỏ
町
職
員
が
出
向
し
ỏ
ふ
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る
さ
と
納
税
返
礼
品
の
管
理
ỏ
出
荷

等
の
機
能
を
担
い
ỏ
返
礼
品
の
梱
包

等
の
品
質
向
上
に
努
め
て
い
く
Ố

　

現
在
で
は
ỏ
物
流
に
伴
う
業
務
の

品
質
向
上
も
図
ら
れ
ỏ
町
内
生
産
者

の
掘
り
起
こ
し
も
徐
々
に
進
ん
で
お

り
ỏ
今
後
も
販
路
拡
大
に
向
け
た
取

り
組
み
を
進
め
て
い
く
Ố

　

今
後
は
ỏ
こ
の
施
設
を
拠
点
に
一

次
産
業
の
担
い
手
の
確
保
ỏ
生
産
者

の
所
得
向
上
ỏ
さ
ら
に
は
雇
用
の
促

進
等
ỏ
奈
半
利
町
独
自
の
取
り
組
み

に
よ
る
町
勢
の
発
展
に
つ
な
が
る
も

の
と
期
待
を
し
て
い
る
Ố

　

こ
の
ほ
か
町
営
工
事
や
中
芸
広
域

連
合
の
取
り
組
み
な
ど
に
つ
い
て
の

報
告
が
行
わ
れ
た
Ố

　　

議　
　

案　
　
　

◆
報　

告

○
一
般
社
団
法
人
な
は
り
の
郷
の
経

営
状
況
に
つ
い
て

　

平
成　

年
３
月
に
設
立
し
た
一
般

２８

社
団
法
人
な
は
り
の
郷
か
ら
第
３
期

事
業
年
度
の
終
了
に
伴
い
ỏ
そ
の
事

業
報
告
及
び
決
算
報
告
の
提
出
が

あ
ỳ
た
の
で
ỏ
地
方
自
治
法
第
２
４

３
条
の
３
第
２
項
の
規
定
の
基
づ

き
ỏ
議
会
に
報
告
を
す
る
も
の
Ố

◆
人　

事

○
教
育
長
の
任
命
に
つ
き
議
会
の
同

意
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

　

任
期
満
了
に
伴
う
教
育
長
の
選
任

同
意
を
求
め
る
議
案
が
提
出
さ
れ
ỏ

太
田
達
也
氏
が
任
命
さ
れ
た
Ố

住
所　
奈
半
利
町
乙
１
８
９
８
番
地
１

氏
名　

太
田　

達
也

生
年
月
日　

昭
和　

年　

月
８
日
生

３５

１０

�

ớ
同
意
・
賛
成
者
全
員
Ờ

○
教
育
委
員
会
委
員
の
任
命
同
意

　

教
育
委
員
会
委
員
の
任
期
満
了
に

伴
い
ỏ
南
和
仁
氏
ỏ
徳
能
美
穂
氏
両

氏
を
教
育
委
員
に
任
命
す
る
こ
と
の

同
意
を
求
め
る
議
案
が
提
出
さ
れ
ỏ

無
記
名
投
票
の
結
果
ỏ
両
氏
と
も
同

意
さ
れ
た
Ố

住
所　

奈
半
利
町
乙

氏
名　

南　

和
仁

生
年
月
日　

昭
和　

年
４
月
５
日

２８

�

ớ
同
意
・
賛
成
者
全
員
Ờ

住
所　

奈
半
利
町
乙

氏
名　

徳
能　

美
穂

生
年
月
日　

昭
和　

年
３
月
９
日

４５

�

ớ
同
意
・
賛
成
者
全
員
Ờ

◆
条　

例

○
職
員
の
育
児
休
業
等
に
関
す
る
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　
ủ
地
方
公
務
員
の
育
児
休
業
等
に

関
す
る
法
律
Ứの
一
部
改
正
に
伴
い
ỏ

非
常
勤
職
員
の
育
児
休
業
に
関
す
る

規
定
の
整
備
及
び
国
の
人
事
院
規
則

改
正
を
踏
ま
え
ỏ
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
も
の
で
ỏ
主
な
改
正
内
容
は

非
常
勤
職
員
の
育
児
休
業
期
間
の
再

延
長
と
常
勤
職
員
の
再
度
の
育
児
休

業
等
の
取
得
要
件
を
追
加
す
る
も

の
Ố

�

賛
成
者
全
員
ớ
可
決
Ờ

○
特
別
職
の
職
員
で
非
常
勤
の
も
の

の
報
酬
及
び
費
用
弁
償
に
関
す
る

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

教
育
委
員
会
が
任
用
す
る
国
際
交

流
員
及
び
外
国
語
指
導
助
手
の
報
酬

月
額
を
改
定
す
る
た
め
ỏ
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
も
の
Ố

�

賛
成
者
全
員
ớ
可
決
Ờ

○
奈
半
利
町
活
性
化
セ
ン
タ
ồ
設
置

及
び
管
理
運
営
に
関
す
る
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

奈
半
利
町
活
性
化
セ
ン
タ
ồ
の
管

理
及
び
使
用
に
つ
い
て
指
定
管
理
者

制
度
の
適
用
及
び
使
用
条
件
等
に
つ

い
て
必
要
な
事
項
を
定
め
る
た
め
ỏ

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
も
の
Ố

�

賛
成
者
全
員
ớ
可
決
Ờ

○
奈
半
利
町
地
区
集
会
所
の
設
置
及

び
管
理
運
営
に
関
す
る
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例

　

奈
半
利
町
地
区
集
会
所
の
管
理
及

び
使
用
に
つ
い
て
指
定
管
理
者
制
度

の
適
用
及
び
使
用
条
件
等
に
つ
い
て

必
要
な
事
項
を
定
め
る
た
め
ỏ
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
も
の
Ố

�

賛
成
者
全
員
ớ
可
決
Ờ

◆
予　

算

○
平
成　

年
度
奈
半
利
町
漁
業
集
落
排

３０

水
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算
第
１
号

　

既
定
の
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に

　

万
円
を
追
加
し
ỏ
歳
入
歳
出
予
算

２１５を
そ
れ
ぞ
れ
５
ỏ
８
３
４
万
円
と
定

め
る
も
の
Ố

�

賛
成
者
全
員
ớ
可
決
Ờ

○
平
成　

年
度
奈
半
利
町
簡
易
水
道

３０

事
業
特
別
会
計
補
正
予
算
第
１
号

　

既
定
の
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に

２
１
３
万
円
を
追
加
し
ỏ
歳
入
歳
出

予
算
を
そ
れ
ぞ
れ
６
ỏ
３
４
４
万
円

と
定
め
る
も
の
Ố

�

賛
成
者
全
員
ớ
可
決
Ờ

○
平
成　

年
度
奈
半
利
町
後
期
高
齢

３０

者
医
療
特
別
会
計
補
正
予
算
第
１
号

　

既
定
の
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
か

ら
４
万
円
を
減
額
し
ỏ
歳
入
歳
出
予

算
を
そ
れ
ぞ
れ
６
ỏ
０
６
３
万
円
と

定
め
る
も
の
Ố

�

賛
成
者
全
員
ớ
可
決
Ờ

○
平
成　

年
度
奈
半
利
町
国
民
健
康
保

３０

険
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算
第
１
号

　

既
定
の
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に

５
５
３
万
円
を
追
加
し
ỏ
歳
入
歳
出

予
算
を
そ
れ
ぞ
れ
５
４
ỏ
９
１
８
万

円
と
定
め
る
も
の
Ố

�

賛
成
者
全
員
ớ
可
決
Ờ

○
平
成　

年
度
奈
半
利
町
一
般
会
計

３０

補
正
予
算
第
３
号

　

既
定
の
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に

１
５
ỏ
４
３
５
万
円
を
追
加
し
ỏ
歳

入
歳
出
予
算
を
そ
れ
ぞ
れ
６
８
０
ỏ

２
２
８
万
円
と
定
め
る
も
の
Ố

�

賛
成
者
全
員
ớ
可
決
Ờ
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��

ớ
９
月　

日
Ờ

１３

○
決
算
の
認
定
に
つ
い
て

　

本
会
議
に
お
い
て
付
託
さ
れ
た
平

成　

年
第
３
回
定
例
会
議
案
第　

３０

１１

号
ỏ
平
成　

年
度
奈
半
利
町
国
民
健

２９

康
保
険
事
業
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決

算
の
認
定
及
び
議
案
第　

号
ỏ
平
成

１２

　

年
度
奈
半
利
町
一
般
会
計
歳
入
歳

２９決
算
の
認
定
に
つ
い
て
ỏ
地
域
振
興

常
任
委
員
会
と
連
合
審
査
を
開
催

し
ỏ
原
案
の
と
お
り
認
定
す
べ
き
も

の
と
決
定
し
た
Ố

��

ớ
７
月　

日
Ờ

２０

○
物
流
施
設
の
出
店
に
つ
い
て

　

幼
稚
園
跡
地
へ
出
店
を
計
画
し
て

い
る
物
流
業
者
に
つ
い
て
調
査
を

　
総
務
民
生
常
任
委
員
会

　
地
域
振
興
常
任
委
員
会

行
ỳ
た
Ố
出
店
予
定
の
業
者
か
ら
示

さ
れ
た
計
画
を
も
と
に
ỏ
新
規
雇
用

の
創
出
や
大
型
車
両
等
の
運
行
計
画

を
調
査
し
た
Ố
今
後
示
さ
れ
る
で
あ

ろ
う
詳
細
に
つ
い
て
も
ỏ
引
き
続
き

調
査
を
行
ỳ
て
い
く
こ
と
と
し
た
Ố

○
工
事
進
捗
状
況
に
つ
い
て

　

今
後
の
発
注
予
定
や
進
捗
状
況
に

つ
い
て
調
査
を
行
ỳ

た
Ố

　

一
部
の
工
事
で
発
注

が
遅
れ
て
い
る
理
由

は
ỏ
用
地
交
渉
の
難
航

及
び
国
庫
補
助
金
等
の

割
当
が
不
透
明
な
こ
と

で
あ
る
が
ỏ
地
権
者
や

国
ỏ
県
と
粘
り
強
く
交

渉
を
重
ね
て
い
く
こ
と

を
要
望
し
た
Ố

○
本
村
配
水
池
新
設
工

事
に
つ
い
て

　

本
村
配
水
池
新
設
工

事
に
つ
い
て
図
面
等
で

の
説
明
を
受
け
た
後
ỏ

現
地
視
察
を
行
い
ỏ
進
捗
状
況
等
の

調
査
を
行
ỳ
た
Ố

�

ớ
９
月　

日
Ờ

１３

○
決
算
の
認
定
に
つ
い
て

　

本
会
議
に
お
い
て
付
託
さ
れ
た
平

成　

年
第
３
回
定
例
会
議
案
第
８

３０
号
ỏ
平
成　

年
度
奈
半
利
町
漁
業
集

２９

落
排
水
事
業
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決

算
の
認
定
及
び
議
案
第
９
号
ỏ
平
成

　

年
度
奈
半
利
町
簡
易
水
道
事
業
特

２９別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
の
認
定
に
つ

い
て
ỏ
総
務
民
生
常
任
委
員
会
と
連

合
審
査
を
開
催
し
ỏ
原
案
の
と
お
り

認
定
す
べ
き
も
の
と
決
定
し
た
Ố

��

ớ
９
月
７
日
Ờ

○
平
成　

年
第
３
回
定
例
会
の
会
期

３０

に
つ
い
て　
　

　

第
３
回
定
例
会
会
期
に
つ
い
て
ỏ

総
務
課
長
よ
り
提
出
議
案
の
説
明
を

受
け
ỏ
協
議
を
行
ỳ
た
Ố案
件
は
ỏ
報

告
１
件
ỏ
人
事
案
件
３
件
ỏ
条
例
案

件
４
件
ỏ
決
算
５
件
ỏ
予
算
５
件
ỏ

そ
し
て
一
般
質
問
の
通
告
が
４
件
で

あ
り
ỏ
こ
れ
ら
の
審
議
を
行
う
た
め

の
会
期
を　

日
か
ら　

日
ま
で
の
７

１２

１８

日
間
と
定
め
た
Ố

　��

ớ
８
月　

日
Ờ

２２

○
議
会
広
報
研
修
会
に
つ
い
て

　

平
成　

年
９
月
広
報
ớ
議
会
だ
よ

３０

り
Ờ
の
編
集
・
校
正
を
行
ỳ
た
Ố

議
会
運
営
委
員
会

広
報
編
集
特
別
委
員
会

釜
鎌

鞄
鞄
鞄
鞄
鞄
鞄
鞄
鞄
鞄
鞄
鞄
鞄
鞄
鞄
鞄
鞄
鞄
鞄
鞄
鞄
鞄
鞄
鞄
鞄
鞄

議会を傍聴してみませんか ！

場所は、役場３階です
詳しくは、議会事務局：　38－8183まで

どのように会議を行っているのか、直接その様子を見たり、どのように会議を行っているのか、直接その様子を見たり、
聞いたりできます。ぜひ傍聴に足をお運びください。聞いたりできます。ぜひ傍聴に足をお運びください。
どのように会議を行っているのか、直接その様子を見たり、
聞いたりできます。ぜひ傍聴に足をお運びください。
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去
る
８
月
６
日
か
ら
８
月
７
日
の

２
日
間
ỏ
九
州
で
行
政
視
察
を
行
ỳ

て
き
ま
し
た
Ố６
日
は
朝
倉
市
でủ
九

州
北
部
豪
雨
Ứỏ
７
日
は
益
城
町
で

ủ
熊
本
地
震
Ứ
に
つ
い
て
研
修
を
し

て
き
ま
し
た
Ố

◎
九
州
北
部
豪
雨
に
つ
い
て

　

本
年
8
月
6
日
に
平
成　

年
九
州

29

北
部
豪
雨
に
よ
り
大
き
な
被
害
を
受

け
た
福
岡
県
朝
倉
市
を
訪
れ
ỏ
視
察

研
修
を
行
ỳ
て
き
ま
し
た
Ố
研
修
で

は
朝
倉
市
危
機
管
理
課
よ
り
ỏ
被
災

状
況
か
ら
復
興
に
と
り
か
か
る
ま
で

の
説
明
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
Ố

　

平
成　

年
７
月
５
日
か
ら
６
日
に

29

か
け
て
ỏ
同
市
と
隣
接
す
る
東
峰
村

を
中
心
と
し
た
エ
リ
ア
で
ỏ
梅
雨
前

線
に
よ
る
線
状
降
水
帯
が
形
成
さ

れ
ỏ
９
時
間
で�
7
7
4
ミ
リ
メ
ồ
ト

ル
と
い
う
記
録
的
豪
雨
を
観
測
ớ
全

国
の
観
測
史
上
最
大
記
録
を
更
新
ỜỐ

１
時
間
当
た
り
の
最
大
雨
量
は�
1

2
4
ミ
リ
メ
ồ
ト
ル
に�
達
し
ỏ
同
市

内
を
流
れ
る
筑
後
川
右
岸
の
支
川
に

お
い
て
ỏ
土
砂
崩
れ
が
同
時
多
発
的

に
発
生
ỏま
た
ỏた
め
池
や
堤
防
も
決

壊
し
た
う
え
大
量
の
土
砂
や
流
木
に

よ
り
ỏ河
道
埋
塞
が
起
こ
り
ỏ浸
水
被

害
が
拡
大
し
ま
し
た
Ố人
的
被
害
は
ỏ

死
者　

人
ỏ負
傷
者　

人
で
し
た
Ố

33

10

　

被
災
地
域
で
は
ỏ
５
年
前
の
平
成

　

年
や
そ
れ
以
前
に
も
た
び
た
び
豪

24雨
災
害
が
発
生
し
て
お
り
ỏ
豪
雨
に

対
す
る
地
域
住
民
の
防
災
意
識
は
高

か
ỳ
た
よ
う
で
す
が
ỏ
早
め
の
避
難

を
呼
び
か
け
合
ỳ
て
難
を
逃
れ
た
地

域
が
あ
ỳ
た
一
方
で
ỏ
過
去
の
被
災

経
験
な
ど
か
ら
ỏ
避
難
は
必
要
な
い

と
判
断
し
て
ỏ
避
難
行
動
を
と
ら
ず

に
被
害
に
遭
わ
れ
た
方
も
多
か
ỳ
た

よ
う
で
す
Ố

　

最
近
で
は
ỏ
予
測
不
能
な
集
中
豪

雨
や
過
去
に
例
の
な
い
膨
大
な
雨
量

を
記
録
す
る
よ
う
な
事
例
が
日
本
各

地
で
発
生
し
て
い
ま
す
Ố
奈
半
利
町

で
も
こ
の
よ
う
な
豪
雨
に
見
舞
わ
れ

る
可
能
性
も
十
分
に
あ
り
ま
す
Ố
早

め
早
め
の
避
難
を
心
掛
け
る
こ
と
の

大
切
さ
を
改
め
て
感
じ
ま
し
た
Ố

　

現
在
ỏ
朝
倉
市
で
は
復
興
計
画
を

策
定
し
ỏ
住
民
説
明
会
を
開
催
し

て
ỏ
各
地
区
の
状
況
に
合
わ
せ
た
復

興
を
進
め
て
い
ま
す
が
ỏ
被
災
か
ら

１
年
し
か
た
ỳ
て
お
ら
ず
ỏ
崩
れ
た

山
肌
が
む
き
出
し
と
な
ỳ
た
ま
ま
の

斜
面
が
あ
ち
こ
ち
に
あ
ỳ
た
り
ỏ
雨

が
降
る
た
び
に
住
民
は
不
安
に
襲
わ

れ
て
い
る
と
の
こ
と
で
す
Ố
住
民
が

安
心
し
て
過
ご
せ
る
復
旧
・
復
興
に

は
ま
だ
多
く
の
年
月
が
か
か
る
と
想

定
さ
れ
ま
す
Ố
こ
の
よ
う
な
大
き
な

被
害
を
被
ỳ
た
の
ち
の
復
旧
に
は

国
・
県
・
市
町
村�
が
連
携
し
ỏ
住
民
に

見
え
る
形
で
復
旧
・
復
興
を
進
め
て

い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
改
め
て

感
じ
ま
し
た
Ố

◎
熊
本
地
震
に
つ
い
て

　

奈
半
利
町
議
会
で
は
ỏ
8
月
7
日

に
議
会
の
行
政
視
察
と
し
て
ỏ
熊
本

地
震
の
被
災
地
で
あ
る
熊
本
県
益
城

町
の
被
害
の
現
状
と
防
災
対
策
に
つ

い
て
ỏ
研
修
を
し
て
き
ま
し
た
Ố

　

益
城
町
の
臨
時
庁
舎
で
危
機
管
理

課
よ
り
熊
本
地
震
へ
の
対
応
に
つ
い

て
説
明
を
受
け
ま
し
た
Ố

　

震
災
前
の
益
城
町
の
防
災
対
策
で

は
大
規
模
な
地
震
は
想
定
を
し
て
い

な
か
ỳ
た
こ
と
や
ỏ
2
度
に
わ
た
る

大
き
な
揺
れ
に
見
舞
わ
れ
た
こ
と
な

ど
か
ら
ỏ
初
期
の
対
応
に
混
乱
が
生

じ
た
と
の
こ
と
で
す
Ố
特
に
避
難
所

の
運
営
に
役
場
職
員
が
当
た
ỳ
た
た

め
に
ỏ
災
害
対
策
本
部
の
人
員
が
不

足
し
ỏ
迅
速
な
災
害
対
応
が
で
き
な

か
ỳ
た
こ
と
が
大
き
な
反
省
点
で
あ

る
と
の
こ
と
で
す
Ố
そ
の
他
に
も
改

善
す
る
点
と
し
て
ỏ
罹
災
証
明
等
の

発
行
な
ど
の
ỏ
災
害
発
生
後
に
お
け

る
行
政
事
務
訓
練
が
必
要
で
あ
る
こ

と
を
上
げ
て
い
ま
し
た
Ố

　

日
頃
か
ら
避
難
意
識
を
持
つ
こ
と

が
必
要
で
あ
り
ỏ
平
常
時
か
ら
十
分

に
訓
練
を
し
て
お
く
こ
と
の
大
切
さ

を
学
び
ま
し
た
Ố

　

ま
た
ỏ
建
物
ỏ
道
路
を
問
わ
ず
町

全
体
が
大
き
な
被
害
を
受
け
ỏ
自
ら

の
資
力
で
は
住
居
が
確
保
で
き
な
い

ほ
ど
の
被
害
が
出
て
お
り
ỏ
改
め
て

耐
震
化
の
大
切
さ
も
実
感
し
た
と
こ

ろ
で
す
Ố

　

今
後
ỏ
議
会
と
し
ま
し
て
も
ỏ
こ

の
度
の
研
修
で
学
ん
だ
こ
と
を
活
か

し
て
ỏ
町
執
行
部
及
び
住
民
の
方
々

と
協
力
し
て
ỏ
い
つ
起
こ
る
か
わ
か

ら
な
い
災
害
に
備
え
る
覚
悟
を
新
た

に
し
た
次
第
で
ご
ざ
い
ま
す
Ố

視
察
研
修
会
の
報
告

視
察
研
修
会
の
報
告

視
察
研
修
会
の
報
告

視
察
研
修
会
の
報
告

視
察
研
修
会
の
報
告

視
察
研
修
会
の
報
告

視
察
研
修
会
の
報
告

釜
鎌

鞄
鞄
鞄
鞄
鞄
鞄
鞄
鞄
鞄
鞄
鞄
鞄
鞄
鞄
鞄
鞄
鞄
鞄
鞄
鞄
鞄
鞄
鞄
鞄
鞄

朝倉市で研修を受けました

河川の復旧工事

益城町では座学による研修



滑　議会だより　VOL.16019

安岡 　　健　議員
ふるさと納税の返礼品の
地元産の割合は？
原材料では町内３割、町外７割／柏木課長補佐

ふ
る
さ
と
納
税
の
返
礼
品

に
つ
い
て

問　

平
成　

年
か
ら
始
ま
り
ỏ　

年
度

２０

２７

税
制
改
正
に
よ
り
ỏ
２
千
円
負
担
で
全

額
控
除
さ
れ
る
ふ
る
さ
と
納
税
枠
は
２

倍
に
拡
充
さ
れ
た
Ố
ま
た
ỏ
ワ
ン
ス

ト
ỽ
プ
特
例
制
度
が
始
ま
り
ỏ
届
け
出

も
簡
素
化
さ
れ
ỏ
５
自
治
体
ま
で
寄
付

が
可
能
に
な
ỳ
て
い
る
Ố　

年
度
で　

２９

１０

年
た
ち
ỏ
当
町
に
と
ỳ
て
ỏ
ふ
る
さ
と

納
税
最
高
の　

億
５
０
０
万
円
余
り
に

３９

な
ỳ
て
い
る
Ố　

年
度
は
四
国
１
位
ỏ

２９

全
国
で
も
９
位
と
な
り
ỏ
人
口
３
ỏ
２

７
１
人
の
奈
半
利
町
は
全
国
的
に
知
れ

渡
ỳ
た
Ố
返
礼
品
関
係
に
は
約　

億
円

２９

か
か
ỳ
て
お
り
ỏ
還
元
率
約　

％
で　

７５

１０

億
円
残
る
計
算
に
な
る
Ố
返
礼
品
だ
け

に
関
し
て
は　
・
４
％
に
な
る
Ố当
町
の

５２

税
収
約
３
億
円
で
あ
る
こ
と
を
考
え
る

と
ỏ
担
当
者
ỏ
関
係
者
が
汗
を
か
き
ỏ

知
恵
を
絞
り
ỏ
大
変
努
力
し
て
い
る
と

頭
の
下
が
る
思
い
で
あ
る
Ố

　
　

年
を
一
区
切
り
に
す
る
と
ỏ　

年

１０

２９

度
で
山
の
頂
上
に
上
り
詰
め
た
感
じ
が

し
て
い
る
Ố　

年
度
も
総
務
省
は
伸
び

３０

を
見
込
ん
で
い
る
よ
う
で
あ
る
が
ỏ
当

町
に
お
い
て
は
ỏ
こ
の
先　

年
は
下
り

１０

坂
に
差
し
掛
か
る
の
で
は
な
い
か
と
危

惧
し
て
い
る
Ố

　

昨
年
４
月
に
総
務
省
が
返
礼
品
は
３

割
以
下
に
す
る
よ
う
に
指
導
し
て
い

る
Ố
今
年
４
月
に
九
州
の
自
治
体
が
夕

張
メ
ロ
ン
を
送
る
な
ど
地
元
の
活
性
化

に
つ
な
が
ら
な
い
事
例
が
各
地
で
後
を

絶
た
な
い
た
め
ỏ
地
域
資
源
を
活
用

し
ỏ
地
元
の
活
性
化
を
図
る
こ
と
が
重

要
な
役
割
と
位
置
づ
け
て
い
る
Ố　

年
３０

８
月
ま
で
に
見
直
さ
な
い　

億
円
以
上

１０

　

自
治
体
を
ブ
ラ
ỽ
ク
リ
ス
ト
に
あ
げ

１２て
公
表
し
て
い
る
Ố
裏
を
返
せ
ば
返
礼

品
の
高
額
な
自
治
体
に
は
寄
付
が
集
ま

る
と
い
う
こ
と
で
ỏ
当
町
も
し
か
り
で

あ
る
Ố
ふ
る
さ
と
納
税
は
い
つ
ま
で
続

く
か
分
か
ら
な
い
Ố
自
立
す
る
た
め
に

も
地
元
産
業
ỏ
一
次
及
び
六
次
産
業
に

力
を
入
れ
る
時
と
考
え
て
い
る
Ố
業
者

育
成
は
大
変
難
し
い
課
題
で
あ
る
Ố
そ

の
た
め
に
も
地
域
創
生
課
を
創
設
し
ỏ

今
の
う
ち
に
対
策
を
取
る
こ
と
が
大
事

で
は
な
い
か
と
思
ỳ
て
い
る
Ố

　

ふ
る
さ
と
納
税
の
返
礼
品
に
つ
い

て
ỏ
商
品
の
地
元
産
ỏ
県
内
産
ỏ
県
外

産
の
割
合
金
額
を
伺
う
Ố
ま
た
ỏ
発
注

発
送
方
法
に
つ
い
て
も
伺
う
Ố

原
材
料
や
商
品
の
加
工
が

地
元
に
よ
る
も
の
は
地
域

の
特
産
品
と
し
て
い
る

答　

柏
木
地
域
振
興
課
課
長
補
佐

　

ふ
る
さ
と
納
税
制
度
は
ỏ
平
成　

年
２０

度
ỏ
ふ
る
さ
と
を
応
援
し
た
い
と
い
う

納
税
者
の
思
い
を
実
現
す
る
た
め
ỏ
税

制
改
正
に
よ
り
創
設
さ
れ
た
Ố
制
度
創

設
以
来
ỏ
こ
の
納
税
制
度
を
よ
り
活
用

す
る
た
め
ỏ
Ｐ
Ｒ
や
ỏ
返
礼
特
産
品
の

開
発
ỏ
発
送
な
ど
に
よ
り
ỏ
ふ
る
さ
と

納
税
の
魅
力
の
充
実
に
取
り
組
ん
で
き

た
と
こ
ろ
で
あ
る
Ố
そ
し
て
ỏ
一
次
産

業
従
事
者
や
生
産
加
工
業
者
の
協
力
に

よ
り
ỏ
こ
の　

年
間
で
累
計
約　

億

１０

７５

円
ỏ
件
数
に
し
て
約　

万
件
の
寄
付
が

３８

全
国
よ
り
寄
せ
ら
れ
て
い
る
Ố
一
方
ỏ

安
岡
議
員
の
お
ỳ
し
Ỵ
る
と
お
り
ỏ
自

立
に
向
け
た
取
り
組
み
も
重
要
で
あ

り
ỏ
現
在
ỏ
ふ
る
さ
と
納
税
と
と
も
に

通
信
販
売
の
運
営
や
イ
ベ
ン
ト
へ
の
出

店
ỏ
新
た
な
魅
力
あ
る
商
品
開
発
に
も

取
り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
Ố

　

ふ
る
さ
と
納
税
制
度
は
ỏ
特
産
品
の

Ｐ
Ｒ
の
場
で
あ
る
一
方
ỏ
消
費
者
の

ニ
ồ
ズ
を
把
握
で
き
る
巨
大
な
市
場
で

も
あ
る
と
考
え
て
お
り
ỏ
今
後
ỏ
返
礼

品
の
中
で
も
人
気
の
あ
る
特
産
品
に
磨

き
を
か
け
ỏ
さ
ら
に
は
そ
う
い
ỳ
た
特

産
品
を
軸
と
し
て
新
た
な
加
工
品
の
開

発
を
進
め
ỏ
地
産
外
商
を
積
極
的
に
展

開
し
ỏ
自
立
し
た
地
元
産
業
を
育
成
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
Ố
そ
の
た

め
に
ỏ
今
後
は
ỏ
こ
れ
ま
で
以
上
に
一

次
産
業
従
事
者
ỏ
生
産
加
工
業
者
と
の

連
携
を
深
め
ỏ
協
議
を
重
ね
て
ま
い
り

た
い
と
考
え
て
い
る
Ố

　

返
礼
品
の
産
地
と
金
額
に
関
す
る
ご

質
問
で
あ
る
が
ỏ
現
在
取
り
扱
ỳ
て
い

る
返
礼
品
に
つ
い
て
は
ỏ
原
材
料
ỏ
ま

た
は
商
品
の
加
工
が
地
元
に
よ
る
も
の

で
あ
れ
ば
ỏ
全
て
地
域
の
特
産
品
と
し

て
取
り
扱
わ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
る
Ố

ớ
※
町
内
ỏ
外
の
内
訳
と
し
て
は
ỏ

町
内
ớ
原
材
料
Ờ
約　

％　

寄
付
額

３０

約　

億
円
ỏ
町
外　

％　

寄
付
額　

１２

７０

２９

億
円
Ờ

　

発
注
及
び
発
送
方
法
に
関
し
て
は
ỏ

寄
付
者
か
ら
申
し
込
み
が
あ
る
と
ỏ
ま

ず
ỏ
役
場
で
発
送
用
伝
票
を
作
成
す

る
Ố
そ
の
伝
票
を
生
産
加
工
業
者
に
お

渡
し
し
ỏ
そ
の
後
ỏ
生
産
加
工
業
者
よ

り
ỏ
伝
票
を
用
い
た
返
礼
品
の
荷
物
が

配
送
業
者
に
引
き
渡
さ
れ
ỏ
寄
付
者
の

手
元
に
届
く
シ
ス
テ
ム
と
な
ỳ
て
い

る
Ố

禦

亨

魚

享

挙挙挙挙

鋸鋸鋸鋸

虚
虚
虚
虚
虚
虚
虚
虚
虚
虚
虚
虚
虚
虚
虚
虚
虚
虚
虚
虚
虚

許
許
許
許
許
許
許
許
許
許
許
許
許
許
許
許
許
許
許
許
許
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ふ
る
さ
と
納
税
に
頼
ら
な
い　

強
い
産
業
づ
く
り
ỏ町
づ
く
り
は

問　

ふ
る
さ
と
納
税
で
問
題
化
し
て
い

る
高
額
な
返
礼
品
を
規
制
す
る
た
め
ỏ

国
は
地
方
税
法
改
正
を
来
年
提
出
す
る

方
針
Ố
ふ
る
さ
と
納
税
も
厳
し
く
な
ỳ

て
く
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
Ố
ど
の
よ

う
な
影
響
が
あ
る
と
考
え
る
か
Ố
今
ỏ

ふ
る
さ
と
納
税
に
頼
ら
な
い
強
い
産
業

づ
く
り
ỏ
町
づ
く
り
を
ど
の
よ
う
な
体

制
で
取
り
組
む
考
え
か
Ố

一
次
産
業
に
チ
Ỿ
レ
ン
ジ
で
き
る

環
境
整
備
を
進
め
て
い
き
た
い　

答　

竹
㟒
町
長

　

一
次
産
業
の
振
興
の
た
め
ỏ
担
い
手

に
対
す
る
支
援
拡
充
に
つ
い
て
は
ỏ
当

町
の
場
合
ỏ
産
業
振
興
と
い
う
と
や
は

り
一
次
産
業
で
あ
る
Ố
一
次
産
業
の
課

題
は
ỏ
担
い
手
ỏ
後
継
者
の
確
保
で
あ

る
Ố

　

そ
の
よ
う
な
中
で
ỏ
例
え
ば
ỏ
施
設

園
芸
に
お
い
て
ỏ
レ
ン
タ
ル
ハ
ウ
ス
事

業
で
の
町
の
補
助
率
を
上
げ
ỏ
個
人
負

担
軽
減
を
図
る
な
ど
ỏ
そ
の
ほ
か
い
ろ

い
ろ
な
施
策
を
検
討
し
ỏ
一
次
産
業
に

チ
Ỿ
レ
ン
ジ
で
き
る
環
境
整
備
を
進
め

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
Ố

３
つ
の
公
約
の
中
身
は　

ど
の
よ
う
な
も
の
か

問　

高
知
新
聞
の
質
問
に
答
え
て
あ
げ

た
３
つ
の
公
約

①
子
育
て
支
援
ア
ド
バ
イ
ザ
ồ
設
置
と

小
中
高
校
生
の
入
学
祝
い
金
制
度
創
出

を
あ
げ
て
い
る
Ố
そ
の
中
身
は
ど
う
い

う
も
の
か
Ố

②
奈
半
利
町
活
性
化
の
た
め
一
次
産
業

の
振
興
ỏ
担
い
手
に
対
す
る
支
援
拡
充

を
あ
げ
て
い
る
Ố
ど
の
よ
う
な
支
援
策

を
考
え
て
い
る
か
Ố

③
地
震
対
策
で
耐
震
診
断
ỏ
住
宅
の
耐

震
補
強
を
進
め
た
い
と
あ
る
Ố
住
民
の

生
命
を
守
る
こ
と
は
最
大
の
重
要
課
題

で
あ
る
Ố
今
年
ỏ
来
年
で
ど
れ
く
ら
い

の
目
標
で
取
り
組
む
考
え
か
Ố

３
つ
の
公
約
の
内
容
は　

次
の
と
お
り

答　

竹
㟒
町
長

　

１
点
目
の
子
育
て
支
援
ア
ド
バ
イ

ザ
ồ
や
小
中
学
校
の
入
学
祝
い
金
の
制

度
創
設
に
つ
い
て
は
ỏ現
在
ỏ乳
幼
児
ỏ就

学
前
児
童
ỏ小
中
学
生
の
支
援
に
つ
い
て

は
ỏ保
健
福
祉
分
野
ỏ教
育
現
場
ỏ関
係
機

関
が
連
携
し
な
が
ら
実
施
し
て
い
る
Ố

　

小
中
学
校
の
入
学
祝
い
金
制
度
の
創

設
に
つ
い
て
は
ỏ
小
学
校
ỏ
中
学
校
高

等
学
校
へ
の
入
学
時
に
祝
い
金
を
支
給

し
ỏ
次
の
段
階
へ
と
進
む
際
の
準
備
金

と
し
て
役
立
て
て
も
ら
う
た
め
の
支
給

制
度
と
し
た
い
と
考
え
て
い
る
Ố

　

２
点
目
の
一
次
産
業
の
振
興
に
つ
い

て
は
ỏ
課
題
で
あ
る
担
い
手
ỏ
後
継
者

の
確
保
を
図
ỳ
て
い
く
Ố
施
設
園
芸
に

お
い
て
ỏ
レ
ン
タ
ル
ハ
ウ
ス
事
業
で
の

町
の
補
助
率
を
上
げ
ỏ
個
人
負
担
軽
減

を
図
る
な
ど
ỏ
そ
の
ほ
か
い
ろ
い
ろ
な

施
策
を
検
討
し
ỏ
一
次
産
業
に
チ
Ỿ
レ

ン
ジ
で
き
る
環
境
整
備
を
進
め
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
る
Ố

　

３
点
目
の
個
人
住
宅
の
耐
震
診
断
ỏ

耐
震
補
強
で
あ
る
が
ỏ
本
年
度
は
ỏ
事

業
の
移
行
期
で
国
庫
補
助
金
の
枠
が
少

額
と
な
ỳ
て
お
り
ỏ
上
限
に
達
し
て
い

る
Ố
現
在
ỏ
県
に
対
し
て
追
加
の
要
望

を
上
げ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
Ố

　

来
年
度
の
目
標
は
ỏ
で
き
る
だ
け
多

く
の
枠
の
獲
得
に
向
け
て
取
り
組
ん
で

い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
Ố

奈
半
利
川
の
洪
水
ハ
ザ
ồ
ド

マ
ỽ
プ
作
成
の
働
き
か
け
を

問　

津
波
ỏ台
風
ỏ集
中
豪
雨
に
よ
る
奈

半
利
川
の
洪
水
対
策
は
住
民
の
生
命
財

産
を
守
る
観
点
か
ら
も
重
要
で
あ
る
Ố

　

奈
半
利
川
護
岸
の
再
点
検
と
再
調
査

を
行
い
ỏ
安
全
な
護
岸
に
す
る
こ
と
Ố

　

定
期
的
に
ダ
ム
の
土
砂
取
り
除
き
を

行
い
ỏ
貯
水
量
を
増
や
す
こ
と
Ố

　

２
つ
目
に
は
奈
半
利
川
の
ハ
ザ
ồ
ド

マ
ỽ
プ
を
作
成
し
ỏ
住
民
に
危
険
箇
所

を
教
え
ỏ
適
切
な
判
断
が
で
き
ỏ
避
難

で
き
る
よ
う
に
す
る
た
め
ỏ
ハ
ザ
ồ
ド

マ
ỽ
プ
を
早
急
に
作
成
す
る
よ
う
強
く

働
き
か
け
よ
Ố

ハ
ザ
ồ
ド
マ
ỽ
プ
の
作
成
を

強
く
要
望
し
て
い
く

答　

竹
㟒
町
長

　

堤
防
の
整
備
に
関
し
て
は
ỏ
現
在
ỏ

県
に
よ
り
奈
半
利
川
広
域
河
川
改
修
事

業
で
築
堤
工
事
を
実
施
し
て
い
た
だ
い

て
お
り
ỏ
危
険
箇
所
の
調
査
に
つ
い
て

は
ỏ
年
に
一
度
ớ
４
月
Ờỏ
目
視
に
よ
る

点
検
を
実
施
し
て
い
る
Ố

　

ダ
ム
の
土
砂
取
り
除
き
の
件
に
つ
い

て
は
ỏ
電
源
開
発
㈱
へ
の
要
望
を
行

い
ỏ
魚
梁
瀬
ダ
ム
に
お
い
て
ỏ
台
風
や

梅
雨
時
の
大
雨
に
備
え
ỏ
一
定
の
水
位

調
整
を
行
ỳ
て
い
た
だ
い
て
い
る
Ố

　

高
知
県
に
ủ
奈
半
利
川
の
洪
水
ハ

ザ
ồ
ド
マ
ỽ
プ
Ứ
の
作
成
計
画
に
つ
い

て
確
認
し
た
と
こ
ろ
ỏ
洪
水
ハ
ザ
ồ
ド

マ
ỽ
プ
の
必
要
性
は
十
分
に
認
識
し
て

お
り
ỏ
市
町
村
と
協
議
し
な
が
ら
進
め

て
い
く
と
の
こ
と
で
あ
る
Ố
町
と
し
て

は
ỏ
早
急
に
ủ
奈
半
利
川
の
洪
水
ハ

ザ
ồ
ド
マ
ỽ
プ
Ứ
を
作
成
し
ỏ
住
民
に

お
示
し
で
き
る
よ
う
ỏ
県
に
対
し
て
ỏ

強
く
要
請
し
て
い
く
Ố

山中　　茂　議員
ふるさと納税に頼らない
強い産業づくり、町づくりは？
一次産業にチャレンジできる
　　環境整備を進めていきたい/竹﨑町長
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地
方
自
治
に
関
す
る
基
本

的
な
ス
タ
ン
ス
を
伺
う

問　

今
後
ỏ
さ
ら
な
る
地
方
分
権
が
進

む
こ
と
が
予
測
さ
れ
る
中
ỏ
地
方
自
治

が
ま
す
ま
す
重
要
な
役
割
を
担
う
時
代

に
な
ỳ
て
ゆ
く
こ
と
は
明
白
で
あ
る
Ố

そ
こ
で
ỏ
地
方
自
治
の
あ
り
方
は
ど
う

あ
る
べ
き
か
団
体
自
治
と
住
民
自
治
ỏ

双
方
共
に
必
要
不
可
欠
な
要
素
で
あ
る

こ
と
は
ご
存
じ
の
こ
と
と
思
わ
れ
る

が
ỏ
団
体
自
治
は
地
方
分
権
の
原
理
を

示
し
ỏ
住
民
自
治
は
ỏ
民
主
主
義
の
精

神
を
あ
ら
わ
す
も
の
と
考
え
ら
れ
る
Ố

一
般
的
に
は
住
民
自
治
が
地
方
自
治
の

本
質
で
あ
り
ỏ
団
体
自
治
は
ỏ
そ
の
法

制
的
要
素
で
あ
る
と
い
え
る
Ố
執
行
機

関
及
び
議
会
も
時
代
の
背
景
を
考
え
れ

ば
住
民
の
意
思
を
反
映
し
や
す
い
住
民

自
治
に
ỏ
よ
り
一
層
重
点
を
置
い
て
マ

ネ
ồ
ジ
メ
ン
ト
し
て
い
く
の
が
ỏ
妥
当

で
は
な
い
か
と
思
う
が
見
解
を
伺
う
Ố

住
民
の
皆
さ
ん
の
意
思
が
行
政

に
生
か
さ
れ
る
よ
う
努
め
る

　
答　

竹
㟒
町
長

　

地
方
自
治
法
第
１
条
の
２
で
は
ủ
地

方
公
共
団
体
は
ỏ
住
民
の
福
祉
の
増
進

を
図
る
こ
と
を
基
本
と
し
て
ỏ
地
域
に

お
け
る
行
政
を
自
主
的
か
つ
総
合
的
に

実
施
す
る
役
割
を
広
く
担
う
も
の
と
す

る
Ứ
と
規
定
し
て
い
る
Ố

　

議
員
の
言
わ
れ
る
と
お
り
ỏ
住
民
自

治
と
は
ỏ
地
方
自
治
が
住
民
の
意
思
に

基
づ
い
て
行
わ
れ
る
と
い
う
民
主
主
義

的
要
素
を
言
い
ỏ
団
体
自
治
と
は
ỏ
地

方
自
治
が
国
か
ら
独
立
し
た
団
体
に
委

ね
ら
れ
ỏ
団
体
自
ら
の
意
思
と
責
任
の

下
で
な
さ
れ
る
と
い
う
自
由
主
義
的
要

素
が
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
る
Ố

　
ủ
地
方
自
治
を
推
進
す
る
た
め
に
は
ỏ

国
か
ら
独
立
し
た
団
体
を
設
け
ỏ
そ
の

団
体
の
権
限
と
責
任
に
お
い
て
地
域
の

行
政
を
処
理
す
る
ủ
団
体
自
治
Ứ
が
不

可
欠
な
要
素
で
あ
る
Ốし
か
し
な
が
ら
ỏ

国
か
ら
独
立
し
た
地
域
団
体
で
あ
る
自

治
体
が
存
在
し
て
も
ỏ
住
民
自
治
の
理

念
に
の
ỳ
と
り
ỏ
当
該
団
体
の
政
治
や

行
政
へ
の
住
民
の
参
加
・
参
画
が
十
分

に
行
わ
れ
な
け
れ
ば
ỏ
住
民
の
た
め
の

地
方
行
政
の
実
現
は
困
難
で
あ
り
ỏ
住

民
自
治
と
団
体
自
治
が
ỏ
一
方
の
実
現

の
た
め
に
は
他
方
の
拡
充
が
求
め
ら
れ

る
Ứ
と
い
う
考
え
方
が
あ
る
Ố

　

こ
の
こ
と
か
ら
ỏ
団
体
自
治
に
と
ỳ

て
の
住
民
自
治
の
拡
充
が
重
要
で
あ

り
ỏ
住
民
自
治
に
と
ỳ
て
の
団
体
自
治

の
拡
充
が
重
要
で
あ
る
と
考
え
る
Ố

　

今
後
に
お
い
て
は
ỏ
住
民
の
皆
さ
ん

の
意
思
が
行
政
に
生
か
さ
れ
る
よ
う
ỏ

団
体
自
治
と
住
民
自
治
の
調
和
を
図
り

な
が
ら
ỏ
議
員
の
皆
さ
ん
と
と
も
に
行

政
を
進
め
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
い

る
Ố法

令
順
守
ớ
コ
ン
プ
ラ
イ

ア
ン
ス
Ờ
に
つ
い
て
伺
う

問　

法
令
順
守
に
つ
い
て
ỏ
改
め
て
そ

の
重
要
さ
を
理
解
し
行
政
処
分
を
行
ỳ

て
い
た
だ
き
た
い
と
考
え
て
い
る
Ố
地

方
自
治
法
に
は
ỏ
地
方
公
共
団
体
に
対

し
て
多
く
の
義
務
と
権
利
に
つ
い
て
明

記
さ
れ
て
い
る
Ố
厳
し
い
内
容
で
あ
る

と
理
解
し
て
い
る
Ố
条
例
違
反
を
犯
す

と
ỏ
非
常
に
重
い
罰
則
を
科
し
て
も
良

い
と
地
方
自
治
法
で
は
定
め
て
い
る
Ố

あ
く
ま
で
も
ủ
で
き
る
規
定
Ứ
で
は
あ

る
が
Ố
条
例
を
し
ỳ
か
り
と
理
解
し
ỏ

履
行
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
重
要
な
こ

と
だ
と
い
う
意
味
で
あ
る
と
解
釈
し
て

い
る
Ố
そ
れ
が
ỏ
町
民
の
利
益
に
つ
な

が
る
か
ら
で
あ
る
Ố

　

一
方
多
く
の
地
方
自
治
体
で
は
ỏ
公

務
員
法
を
適
応
し
て
い
る
の
が
現
状
で

あ
る
Ố
執
行
部
を
は
じ
め
ỏ
職
員
の
皆

さ
ん
に
は
ỏ
改
め
て
条
例
の
重
要
さ
を

認
識
し
緊
張
感
を
持
ỳ
て
職
務
に
専
念

し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
う
Ố
ま
だ
ま

だ
ỏ
当
町
の
例
規
集
に
は
廃
止
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
条
文
や
ỏ
他
条
例
と
整

合
性
の
な
い
条
文
も
多
く
残
ỳ
て
お

り
ỏ
職
員
が
知
ら
な
い
間
に
条
例
違
反

を
起
こ
す
可
能
性
が
あ
る
の
で
は
と
危

惧
を
し
て
い
る
と
こ
で
あ
る
Ố

　

ま
た
ỏ
職
員
の
中
に
は
担
当
業
務
の

条
例
す
ら
把
握
し
て
い
な
い
職
員
も
見

受
け
ら
れ
る
Ố
こ
の
よ
う
な
現
状
を
踏

ま
え
ỏ
は
た
し
て
法
令
順
守
を
し
ỳ
か

り
と
履
行
し
て
い
る
と
い
え
る
の
か
ỏ

見
解
を
伺
う
Ố

研
修
な
ど
を
実
施
し
ỏ　

環
境
整
備
を
進
め
て
い
く

答　

竹
㟒
町
長

　

公
務
員
の
罰
則
規
定
に
つ
い
て
は
地

方
公
務
員
法
に
委
ね
て
い
る
と
こ
ろ
で

あ
る
が
ỏ
な
お
最
近
ỏ
若
い
職
員
も
増

え
て
き
て
い
る
Ố

　

条
例
規
則
の
認
識
ỏ
自
分
の
仕
事
の

範
ち
ỵ
う
で
の
条
例
規
則
を
き
ち
ん
と

頭
に
入
れ
る
ỏ
そ
う
い
う
基
本
的
な
姿

勢
を
取
れ
る
よ
う
な
環
境
整
備
に
努
め

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
Ố

　

今
後
も
法
令
に
関
す
る
研
修
な
ど
を

実
施
し
ỏ
常
に
法
令
順
守
の
意
識
を

持
ỳ
て
仕
事
に
取
り
組
む
姿
勢
を
続
け

て
い
け
る
と
い
う
環
境
整
備
を
進
め
て

ま
い
り
た
い
と
考
え
て
い
る
Ố

寺村　真吾　議員
新町長に地方自治及び法令順守に
　　　　　　対する見解を伺う
団体自治と住民自治の調和を図っていく/竹﨑町長
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中川　和明　議員
公園の管理ができていない！
　　　　　　　今後の対応は
住民の方々にもご協力をいただけるような
体制づくりを進めていく／竹﨑町長

公
務
員
と
し
て
の
認
識
を

問
う

問　

地
域
住
民
の
声
を
積
極
的
に
本
議

会
で
質
問
を
し
ỏ
要
望
な
ど
を
行
ỳ
て

き
た
が
ỏ
住
民
の
代
表
者
で
あ
る
議
員

の
質
問
ớ
定
例
会
年
4
回
Ờ
が
終
わ
れ

ば
ỏ
後
は
お
ろ
そ
か
Ố
ま
た
別
の
課
に

変
わ
れ
ば
前
任
者
の
仕
事
を
次
の
課
長

に
引
き
継
ぐ
こ
と
も
見
え
な
い
Ố
職
務

怠
慢
で
あ
る
と
考
え
る
Ố

　

住
民
の
生
命
や
財
産
を
守
る
の
が
行

政
の
仕
事
で
あ
る
と
考
え
る
Ố
新
奈
半

利
町
長
と
し
て
ど
の
よ
う
に
職
員
と
し

て
の
認
識
や
公
務
員
と
し
て
の
自
覚
を

さ
せ
て
い
く
の
か
Ố
そ
こ
で
お
聞
き
す

る
Ố
各
課
は
自
分
の
管
轄
す
る
区
域
を

月
に
一
度
く
ら
い
は
見
回
り
ỏ
危
険
箇

所
は
な
い
か
ỏ
ま
た
過
去
に
指
摘
さ
れ

た
各
箇
所
な
ど
の
管
理
ỏ
見
回
り
と

い
ỳ
た
こ
と
も
で
き
て
い
な
い
Ố
今
後

の
対
応
を
問
う
Ố

①
東
浜
２
カ
所
の
公
園
は
遊
具
の
管
理

が
で
き
て
い
な
い
Ố
ブ
ラ
ン
コ
な
ど
が

真
ỳ
赤
に
錆
び
て
い
る
Ố
数
年
間
も
そ

の
ま
ま
に
な
ỳ
て
放
置
さ
れ
て
い
る
が

早
急
な
対
策
を
Ố

②
避
難
タ
ワ
ồ
を
建
設
す
る
た
め
に
取

り
除
い
た
生
木
・
石
の
公
園
の
石
の
美

術
品
ớ
石
Ờ
は
今
後
ど
の
よ
う
に
活
用

す
る
の
か
問
う
Ố

早
急
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り

た
い

答　

井
上
住
民
福
祉
課
長

　

今
回
の
通
告
を
受
け
ỏ
遊
具
の
状
況

を
調
査
し
た
と
こ
ろ
ỏ
塗
料
の
剥
が
れ

や
ỏ
遊
具
の
腐
食
が
あ
る
こ
と
を
確
認

し
た
Ố

　

町
内
の
公
園
の
管
理
や
点
検
は
ỏ
こ

れ
ま
で
に
も
何
度
か
質
問
が
あ
り
ỏ
点

検
や
修
繕
等
の
対
応
を
す
る
と
の
答
弁

を
し
て
き
て
る
が
ỏ
今
回
ỏ
遊
具
の
状

況
を
確
認
し
ỏ
反
省
い
た
し
て
お
る
と

こ
ろ
で
あ
る
Ố

　

ご
質
問
の
箇
所
に
つ
い
て
は
ỏ
改
め

て
詳
細
を
調
査
し
ỏ
け
が
や
事
故
に
つ

な
が
る
こ
と
の
な
い
よ
う
ỏ
個
々
の
状

態
に
応
じ
た
対
策
に
ỏ
早
急
に
取
り
組

ん
で
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
い
る
Ố

　

２
点
目
の
石
の
公
園
の
取
り
除
い
た

石
の
今
後
の
活
用
に
つ
い
て
は
ỏ
平
成

　

年
に
発
生
し
た
東
日
本
大
震
災
に
よ

２３り
ỏ
今
後
発
生
す
る
可
能
性
の
高
い
南

海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
の
規
模
や
浸
水
エ

リ
ア
な
ど
の
想
定
が
見
直
さ
れ
ỏ
当
町

と
し
て
は
ỏ
南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
の

脅
威
や
住
民
の
皆
様
の
不
安
を
取
り
除

く
た
め
ỏ
県
内
で
も
い
ち
早
く
津
波
避

難
タ
ワ
ồ
の
建
設
に
取
り
組
み
ỏ
石
の

公
園
敷
地
内
に
２
号
津
波
避
難
タ
ワ
ồ

を
建
設
し
た
Ố

　

こ
の
工
事
の
際
に
ỏ
石
の
工
作
物
の

一
部
を
取
り
除
き
ỏ
敷
地
内
の
隅
に
移

設
し
て
い
る
Ố

　

２
号
津
波
避
難
タ
ワ
ồ
の
建
設
当
時

は
ỏ
完
成
後
に
は
ỏ
元
の
石
の
公
園
へ

復
元
す
る
こ
と
を
検
討
し
て
い
た
が
ỏ

巨
大
地
震
の
発
生
時
の
こ
と
を
想
定
し

て
み
る
と
ỏ
迅
速
な
避
難
が
求
め
ら
れ

る
中
ỏ
タ
ワ
ồ
入
り
口
付
近
に
避
難
の

妨
げ
と
な
る
工
作
物
を
復
元
す
る
こ
と

は
難
し
い
も
の
と
考
え
て
い
る
Ố

　

し
か
し
な
が
ら
ỏ
安
全
面
ỏ
管
理
面

か
ら
現
在
の
形
で
保
管
す
る
べ
き
も
の

で
も
な
い
と
思
う
の
で
ỏ
当
面
の
間
は

安
全
な
場
所
へ
の
一
時
保
管
も
考
慮

し
ỏ
再
利
用
す
る
か
ỏ
ま
た
は
廃
棄
す

る
か
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
る
Ố

点
検
時
期
や
方
法
を
考
慮
し

な
が
ら
進
め
て
い
き
た
い

答　

竹
㟒
町
長

　

点
検
等
が
必
要
な
箇
所
の
見
回
り
に

つ
い
て
は
ỏ
議
員
の
言
う
月
に
1
回
で

い
く
の
か
ỏ
物
に
よ
ỳ
て
点
検
時
期
や

そ
の
方
法
等
も
考
慮
し
な
が
ら
ỏ
進
め

て
い
き
た
い
Ố

　

公
園
の
遊
具
で
あ
れ
ば
業
者
の
意
見

も
聞
い
て
ỏ
ど
れ
く
ら
い
の
点
検
範
囲

が
可
能
な
の
か
ỏ
良
い
の
か
と
い
う
と

こ
ろ
も
詳
細
に
検
討
し
な
が
ら
ỏ
定
期

的
に
点
検
で
き
る
よ
う
な
設
定
を
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
Ố

　

ま
た
ỏ
遊
具
だ
け
で
は
な
く
ỏ
町
内

に
は
点
検
が
必
要
な
物
も
多
く
あ
る
Ố

精
い
ỳ
ぱ
い
努
力
は
し
て
ま
い
る
が
ỏ

や
は
り
住
民
の
方
々
に
も
ご
連
絡
い
た

だ
く
な
ど
の
協
力
を
い
た
だ
け
る
よ
う

な
ỏ
体
制
づ
く
り
も
大
事
で
は
な
い
か

と
考
え
て
い
る
Ố



中芸のゆずと森林鉄道日本遺産協議会中芸のゆずと森林鉄道日本遺産協議会中芸のゆずと森林鉄道日本遺産協議会

お問い合わせ　　中芸のゆずと森林鉄道日本遺産協議会事務局
　（中芸広域体育館内）　Tel. 0887－30－1865
　Mail:yuzurintetsu@mk.pikara.ne.jp
　ホームページ：http://yuzuroad.jp/　「ゆずとりんてつ」で検索

お問い合わせ　　中芸のゆずと森林鉄道日本遺産協議会事務局
　（中芸広域体育館内）　Tel. 0887－30－1865
　Mail:yuzurintetsu@mk.pikara.ne.jp
　ホームページ：http://yuzuroad.jp/　「ゆずとりんてつ」で検索

お問い合わせ　　中芸のゆずと森林鉄道日本遺産協議会事務局
　（中芸広域体育館内）　Tel. 0887－30－1865
　Mail:yuzurintetsu@mk.pikara.ne.jp
　ホームページ：http://yuzuroad.jp/　「ゆずとりんてつ」で検索 Facebookが新しくなりました。

ログインはこちらから→
Facebookが新しくなりました。
ログインはこちらから→
Facebookが新しくなりました。
ログインはこちらから→

～中芸地域の日本遺産魅力発信便りvol.15・16合併号～

第２回　　　　　　　閉幕！

日本遺産
Story  ♯051

　中芸の魅力をギュ――ッと詰め込んだイベント「ゆずＦｅＳ（フェス）」が開
催されました！奈半利町では、「龍馬の愛したシャモをイタリアンでどうぞ！」
をイタリアントンノで開催し、台風の影響で中止となりましたが「初めての方
でも参加できる合気道教室」も企画されていました。参加された方はおしゃ
れなシャモのフルコースに舌鼓を打ちながら、ワインなどを飲んで参加者の
方と談笑にふけっていました。
　また、現在第３回ゆずフェスに向けた打ち合わせを行っています。開催は
２月～３月を予定しています。情報は下記ｆａｃｅｂｏｏｋやホームページで更
新しておりますので、まだ知らない中芸の魅力を体験しに来てください！

　　　　　　　　

　全国各地の日本遺産に認定された67地域が集まる、年に
一度の日本遺産の祭典が9月22日に富山県高岡市で開催さ
れ、中芸の日本遺産も参加しました！
　置いてある展示物に自由に触れる、「触れる展示」には「黄
ゆず」を展示し、全国の歴史や文化を五感で味わえる「クラフ
ト体験」ではゆずを使った石鹸とバスソルト作りを実施。たく
さんの人が参加していて、中でも子どもたちが初めてながら
もいろんな香りを混ぜ合わせたりしながら楽しんでくれていま
した。様々な人が行き交うなかで、展示場と体験場のどちら
の会場でも爽やかなゆずの香りが漂い、訪れた方々を癒やし
ていました。
　来年2019年は高知県が日本遺産サミット会場となっていま
す！高知で日本全国の文化を体験できる機会であるととも
に、中芸地域の魅力を全国に発信するチャンスでもあります。
中芸の日本遺産も来る日のために、力をつけていきます！

　ゆずフェスというイベントをご存じでしょうか？中芸地域の資源を使った、小さなプログラムを短
期間であつめて開催します。過去には「こんにゃくづくり体験」や「ダム見学ツアー」など中芸の魅力
の詰まったプログラムを開催しています。あなたのやってみたいことはありませんか？「第４回ゆず
フェス」を来年８月ごろに開催することが決まっています！誰でも自分だけのプログラムをつくること
ができます！お気軽に下記のお問い合わせ先にご連絡ください。

日本遺産サミットin高岡に参加！

であなただけのイベントをつくろう！

滑　なはり広報　No.32123
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お知らせお知らせお知らせ

《お問い合わせ先》
　南国年金事務所国民年金課
　　　TEL.088－864－1111 
　　　　　音声案内　②→②

　日本年金機構では、国民年金保険料の納め忘れの方に対して、電話・文書・
戸別訪問による納付のご案内や免除等の申請手続きのご案内を民間事業者へ
委託しています。

振り込め詐欺などにご注意！

国民年金保険料のご案内を
民 間 委 託 しています

《平成30年10月から》 

ご案内させていただく民間事業者(南国年金事務所）

株式会社バックスグループ

お問い合わせ先 0120－963－729

※その他の地域を担当する民間事業者については、日本年金機構ホームページまた
はお近くの年金事務所でご確認ください。

民間事業者は、日本年金機構が発行した納付書により最寄りの金融機関やコンビ
ニエンスストアでお支払いしていただくようご案内します。このため、銀行口座を
指定してATMの操作により振り込みをお願いすることはありません。

平成29年10月以降、民間事業者の訪問員による収納業務を廃止していることか
ら、現金をお預かりすることはありません。

http://www.nenkin.go.jp/

日本年金機構 検索で
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その他のQ&Aは、日本年金機構ホームページに掲載しています。

お知らせ

Q なぜ民間事業者へ業務を委託するのですか？

Q A&

A　国民年金保険料のご案内については、「日本年金機構法」により業務の一部を委託できることとさ
れており、「競争の導入による公共サービスの改革に関する法律」に基づき実施しています。この法律
は、従来国等が行ってきた事業に民間事業者の参入機会を広げ、民間事業者の創意工夫やノウハウの
活用により、低コストでより良いサービスの提供を目指すことを目的としているものです。
　　日本年金機構は、事業の民間委託を通じてお客様に年金制度についてのご理解を深めていただく
とともに、保険料の納め忘れによる低額年金者や無年金者の減少を目指しております。

Q 民間事業者ヘどのような業務を委託しているのですか?
A　国民年金保険料の納め忘れのあるお客様に対して、電話や文書、戸別訪問による納付案内と免除・
猶予制度のご案内、その他口座振替などのご案内を委託しております。

　　なお、平成29年10月以降、民間事業者の訪問員による「戸別訪問による保険料の収納業務」につ
いては廃止していることから、現金をお預かりすることはありません。

Q 委託先はどのように決めているのですか？
A　日本年金機構は、「競争の導入による公共サービスの改革に関する法律」に従い、公平性や透明性
の確保の観点から「一般競争入札」により委託する民間事業者を決めています。入札には、様々な業態
の民間事業者が参加しています。

Q 夜間や休日にも電話や訪問があるのですか？
A　平日の日中はお仕事や学校等で連絡がつきにくいこともあるため、土日や祝祭日の8:00から21:00
までの時間帯にお電話や訪問をさせていただく場合があります。

Q 名前や生年月日を聞かれることはあるのですか？
A　ご本人様確認のため、基礎年金番号や氏名、生年月日、住所をお伺いしますので、あらかじめご了承
願います。

Q 民間委託していることをどのように知ることができますか？

A　民間委託のしていることについて、
①日本年金機構ホームページに全国の各地域を担当する委託事業者の一覧を掲載
②日本年金機構からお送りする国民年金保険料納付書の封筒への記載
③民間委託をお知らせするチラシを年金事務所に設置
④市町村広報誌、ホームページへの掲載依頼
など様々な方法で周知に努めております。

 民間事業者による国民年金保険料のご案内 
年金

ご不明な点がありましたら、南国年金事務所までお問い合わせください。
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■
特
定
健
診
と
は
ộ

　

こ
の
健
診
は
ỏ
メ
タ
ボ
リ
ỽ
ク
シ
ン
ド

ロ
ồ
ム
ớ
内
臓
脂
肪
症
候
群
Ờ
と
そ
の
予
備

群
の
人
を
見
つ
け
ỏ
生
活
習
慣
病
を
予
防
す

る
た
め
の
健
診
で
す
ớ
結
果
に
応
じ
て
特
定

保
健
指
導
を
行
い
疾
病
予
防
に
努
め
ま
す
ỜỐ

▼
対
象
者

・
奈
半
利
町
国
民
健
康
保
険
ớ
国
保
Ờ
に
加

入
し
て
い
る　

Ỗ　

歳
の
人

４０

７４

　

※
本
年
度
中
に　

歳
に
到
達
す
る
人
ớ
昭

４０

和　

年
４
月
１
日
Ỗ　

年
３
月　

日
生

５３

５４

３１

ま
れ
の
人
Ờ
も
対
象
と
な
り
ま
す
Ố

▼
必
須
検
査
項
目

　

①
問
診

　

②
身
長
・
体
重
・
腹
囲
測
定

　

③
血
圧
測
定

　

④
肝
機
能
検
査

　

⑤
血
中
脂
質
検
査

　

⑥
血
糖
検
査

　

⑦
尿
検
査

　

⑧
視
診
・
聴
診
・
触
診

▼
料
金

・
特
定
健
診
無
料
ỏ
が
ん
検
診
一
部
有
料

▼
持
ち
物

・
国
民
健
康
保
険
証

・
特
定
健
康
診
査
受
診
券
ớ
水
色
Ờ

▼
受
診
方
法

　
ủ
集
団
健
診
Ứỏủ
個
別
健
診
Ứ
の
ど
ち
ら
か

を
選
ん
で
受
診
し
て
く
だ
さ
い
Ố

　

※
人
間
ド
ỽ
ク
も
特
定
健
診
受
診
券
が
利

用
で
き
ま
す
Ố

�

★
よ
り
多
く
の
人
に 

　

健
診
を
受
け
て
い
た
だ
く
た
め
に

　

特
定
健
診
を
申
し
込
み
さ
れ
て
い
な
い
人

を
対
象
に
ỏ
電
話
や
訪
問
に
よ
る
ご
案
内
を

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
Ố

★　

歳
以
上
の
人
へ

７５

　

対
象
者
の
方
へ
ỏ
水
色
の
封
筒
で
後
期
高

齢
者
医
療
制
度
に
よ
る
健
康
診
査
の
受
診
券

と
案
内
が
届
き
ま
す
Ố

★
国
保
以
外
の
保
険
に 

　
　
　
　

加
入
し
て
い
る
人
へ

　

特
定
健
診
・
特
定
保
健
指
導
は
ỏ
各
医
療

保
険
者
に
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
Ố

　

受
診
を
希
望
す
る
人
は
ỏ
加
入
し
て
い
る

医
療
保
険
者
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
Ố

　

お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

　

奈
半
利
町
役
場
住
民
福
祉
課

☎
ớ　

Ờ
８
１
８
１

３８

☎
ớ　

Ờ
４
０
１
２

３８

　
　

個
別�
健�
診　　
　

◆
と　

き

　

希
望
す
る
時
期
に
受
診
で
き
ま
す
Ố

◆
と
こ
ろ

　

県
内
の
登
録
医
療
機
関
で
受
診
で

き
ま
す
Ố

※
医
療
機
関
で
の
受
診
に
際
し
て
は
ỏ

予
約
等
が
必
要
な
場
合
が
あ
り
ま

す
Ố

※
詳
細
は
役
場
住
民
福
祉
課
ま
で
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
Ố

◆
持
ち
物

　

①
保
険
証　

②
受
診
券

　
　

集�
団�
健�
診　　
　
　

◆
と　

き

　
　

月
２
日
ớ
日
Ờ
※
午
前
の
み

１２

　

◆
と
こ
ろ

　

奈
半
利
町
保
健
セ
ン
タ
ồ

　

◆
中
芸
５
カ
町
村
ど
こ
の
健
診
会
場

で
も
受
診
で
き
ま
す
の
で
ỏ
健
康
カ
レ

ン
ダ
ồ
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
Ố

※
事
前
に
申
し
込
み
を
お
願
い
し
ま

す
Ố

　
　
　

歳
Ỗ　

歳
の
奈
半
利
町
国
保
に
加
入
の
皆
さ
ま
へ

４０

７４

　
　
特
定
健
診
・
が
ん
検
診
を

　
　
　
　
　
　

受
診
し
ま
し
Ỷ
う

健やか犬
　健（ケン）犬（ケン）

健康づくり声かけ隊長　
古江掛増代

　

受
診
券
は
ỏ
集
団
健
診
終
了
後

の
８
月
下
旬
に
郵
送
し
ま
し
た
Ố
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お
知
ら
せ

通過予定時刻　・北川村小島集会所（北川村）　先頭　  8：10～　最後尾　  9：30ごろ
　　　　　　　・野根中学校（東洋町）　　　　先頭　  9：20～　最後尾　11：20ごろ
　　　　　　　・海の駅とろむ（室戸市）　　　先頭　10：30～　最後尾　13：50ごろ
　　　　　　　・物産館無花果（奈半利町）　　先頭　11：30～　最後尾　15：20ごろ
　　　　　　　・安芸ドーム前（安芸市）　　　先頭　12：10～　最後尾　16：30ごろ
　　　　　　　フィニッシュ

安芸・室戸パシフィックライド2018が開催されます安芸・室戸パシフィックライド2018が開催されます安芸・室戸パシフィックライド2018が開催されます
　12月２日（日）に、高知県東部地域を舞台とした「安芸・室戸パシフィックライ
ド2018」が開催されます。
　安芸・室戸パシフィックライドは、タイムを競うレースではなく地域の自然を
楽しみながら自転車で走るサイクリングイベントです。本町を含む高知県東部９
市町村が連携して開催するイベントとして行われます。コースは、安芸市をス
タートし、北川村から東洋町へ抜け、室戸岬を回って安芸市へ戻る139㎞。県内外から参加す
る約500人が高知県東部地域を駆け抜けます。
　自転車通行へのご理解（※交通規制等は行いません）と、沿道からの温かい声援をよろし
くお願いします。

日時　　12月２日（日）　　スタート　７：00

　●お問い合わせ先　安芸・室戸パシフィックライド実行委員会事務局（株式会社相愛内）
　　　　　　　　　　TEL　088－846－6703

感震ブレーカー購入等
　　補助金について
感震ブレーカー購入等
　　補助金について
感震ブレーカー購入等
　　補助金について

　奈半利町では、南海トラフ地震などの発災
時における電気火災を防ぐために、【感震ブ
レーカー】を設置する世帯に対して平成30
年度から補助制度が始まりました。

感震ブレーカーとは？
　 大震災では、火災の約60％が電気による火災です。
    感震ブレーカーは、地震の揺れを感知し、お家のブレーカーを自動で遮断するものです。

　　　　　　　　　対象世帯：奈半利町に住所を有する世帯
　　　　　　　　　一般財団法人日本消防設備安全センター推奨物
品の感震ブレーカー（簡易タイプ）購入及び設置に要する費用に対し
て補助金を交付いたします。
　補助金の額は、1世帯につき5,000円が上限となります。
　当補助制度は、１世帯につき１回限りとし、設置数は１世帯２カ所まで

まもれーる・感震くん　RDJ1000W／まもれーる・感震くんとフタしまーるくん
セット　RDJ１２０００W／スイッチ断ボールⅢ　A00１J／感震ブレーカーアダプタ
ー「ヤモリ」　GV-SB1／「ヤモリ・デ・セット」　GV-SET1／震太郎　X5029／
ピオマ　感震ブレーカー　UGU6／地震みはりロボ　MT-EQS1

平成30年2月末（消防防災製品等推奨品）情報・今後変更する場合有り

【補助の対象】

　【一般財団法人日本消防設備安全センター推奨物品】

安芸・室戸パシフィックライド2018
スタート／ゴール　安芸タイガース球場前

　自衛隊には多様な働き方（コース）、多くの職種・職域があり、自分の興味や得意分野を活かし
ながら様々な形で社会に貢献できる、幅広いフィールドがあります。

平成３０年度『自衛官募集』案内平成３０年度『自衛官募集』案内平成３０年度『自衛官募集』案内

 募集種目 資　　格 受付期間 試験日

 
自衛官候補生

 男子 
33歳未満の者

 年間を通じて実施 
12月8日

 　　　　 女子  年間を通じて実施 
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図
書
新
聞
11月号

奈
半
利
町
民
会
館
図
書
室　

奈
半
利
町
乙
１
２
９
７
̶
２

　

Ｏ
Ｐ
Ｅ
Ｎ　

９
時
〜
17
時

　

昨
年
10
月
か
ら
、毎
日
、お
昼
の
１
時
間（
12
時
〜
13
時
）が
閉
ま
っ
て
い
ま
す
の
で

　

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

町
民
会
館
図
書
室
で
は
皆
様
の

リ
ク
エ
ス
ト
を
お
待
ち
し
て
お
り

ま
す
。
気
に
な
る
本
が
あ
り
ま
し

た
ら
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。
優
先

的
に
入
庫
い
た
し
ま
す
。

　

図
書
室
前
に
廃
棄
本
を
陳
列
し

て
お
り
ま
す
。

　

本
は
持
ち
帰
り
自
由
で
す
の
で
、

お
気
軽
に
お
立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。

リ
ク
エ
ス
ト
受
付
中
！

キ
ッ
ズ
タ
イ
ム
実
施
中
！

廃
棄
本
を
陳
列

　

毎
週
木
曜
日
、午
前
１０
時
か
ら

２
時
間
は「
キ
ッ
ズ
タ
イ
ム
」と
題

し
て
０
歳
か
ら
３
歳
ま
で
の
お
子

さ
ん
連
れ
を
対
象
に
図
書
室
を

開
放
し
て
い
ま
す
。

　

飛
び
出
す
絵
本
や
車
の
絵
本

な
ど
を
見
な
が
ら
、お
子
さ
ん
と一

緒
に
楽
し
く
過
ご
し
ま
せ
ん
か
？

　
ぜ
ひ
お
気
軽
に
ご
来
室
く
だ
さ

い
。お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

★
今
回
の
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
本
★

　

〜
小
説
（
単
行
本
）
〜

●
下
町
ロ
ケ
ッ
ト　

ヤ
タ
ガ
ラ
ス

 

／
池
井
戸
潤

●
沈
黙
の
パ
レ
ー
ド 
／
東
野
圭
吾

●
思
い
出
が
消
え
な
い
う
ち
に

 

／
川
口
俊
和

●
掟
上
今
日
子
の
乗
車
券

 

／
西
尾
維
新

●
エ
ム
エ
ス　

継
続
捜
査
ゼ
ミ
２

 

／
今
野
敏

●
東
京
輪
舞 

／
月
村
了
衛

●
蝶
の
ゆ
く
へ 

／
葉
室
麟

●
彼
女
は
頭
が
悪
い
か
ら

 

／
姫
野
カ
オ
ル
コ

●
ぼ
ぎ
わ
ん
が
、来
る
／
澤
村
伊
智

●
尾
根
を
渡
る
風
―
駐
在
刑
事

 

／
笹
本
稜
平

●
噛
み
あ
わ
な
い
会
話
と
、あ
る
過

去
に
つ
い
て 

／
辻
村
深
月

 

な
ど
な
ど

　

〜
小
説
（
文
庫
本
） 

●
ゼ
ロ
の
迎
撃・激
震 

／
安
生
正

●
花
だ
よ
り
み
を
つ
く
し
料
理
帖
特

別
巻 

／
高
田
郁

●
ビ
ブ
リ
ア
古
書
堂
の
事
件
手
帖
―
扉

子
と
不
思
議
な
客
人
た
ち 
／
三
上
延

●
ウ
ツ
ボ
カ
ズ
ラ
の
甘
い
息 
／
柚
月
裕
子

●
七
月
に
流
れ
る
花 

／
恩
田
陸

●
イ
リ
ュ
ー
ジ
ョ
ン
最
終
版 
／
松
岡
圭
祐

●
ガ
ン
ル
ー
ジ
ュ 

／
月
村
了
衛

●
散
り
椿 

／
葉
室
麟

●
ス
マ
ホ
を
落
と
し
た
だ
け
な
の
に

 

／
志
駕
晃

●
出
雲
の
あ
や
か
し
ホ
テ
ル
に
就
職

し
ま
す（
５
） 

／
硝
子
町
玻
璃

 

な
ど
な
ど

　　

〜
そ
の
他
〜

●
い
ま
君
に
伝
え
た
い
お
金
の
話 

 

／
村
上 

世
彰

●
被
災
マ
マ
に
学
ぶ
ち
い
さ
な
防
災

の
ア
イ
デ
ィ
ア
40 
／
ア
ベ
ナ
オ
ミ

●
自
衛
隊
防
災
Ｂ
Ｏ
Ｏ
Ｋ

 

／
マ
ガ
ジ
ン
ハ
ウ
ス（
編
）

●
へ
た
お
や
つ 

／
白
崎
裕
子

●
レ
シ
ピ
を
見
な
い
で
作
れ
る
よ
う

に
な
り
ま
し
ょ
う
。 
／
有
元
葉
子

 

な
ど
な
ど

　

〜
こ
ど
も
〜

●
お
願
い
！
フ
ェ
ア
リ
ー　

不
思

議
の
国
の
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
ナ
イ
ト

 

／
み
ず
の
ま
い

●
ぼ
く
ら
の
一
歩
30
人
31
脚

 

／
い
と
う
み
く

12
月
購
入
予
定
本

12
月
購
入
予
定
本

　

肌
寒
い
季
節
、読
書
の
秋
で
す
ね
！
最
近
の
ド
ラ
マ
や
映
画
は
マ
ン

ガ
を
原
作
に
し
た
も
の
が
多
く
、図
書
室
に
購
入
す
る
本
の
手
が
か
り

が
希
薄
に
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
ま
す
。そ
ん
な
と
き
こ
そ
、新
た
な
作

家
さ
ん
に
目
を
向
け
て
み
た
り
、皆
様
の
リ
ク
エ
ス
ト
が
頼
り
に
な
り

ま
す
の
で
、ぜ
ひ
、お
気
に
入
り
の
作
家
さ
ん
や
、気
に
な
る
本
に
つ
い

て
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
！
お
待
ち
し
て
い
ま
す
よ
ー
！

　

今
年
こ
の
本
を
発
売
し
た
小
学
館
の「
Ｐ
＋
Ｄ　
Ｂ
Ｏ
Ｏ
Ｋ
Ｓ
」と
は
、現
在

入
手
困
難
と
な
って
い
る
昭
和
の
文
芸
名
作
を
発
売
す
る
新
ブッ
ク
レ
ー
ベル

だ
そ
う
で
す
。要
チェッ
ク
で
す
ね
！
1
9
7
9
年
に
出
版
さ
れ
た
作
品
を
ぜ

ひ
味
わ
って
み
て
く
だ
さ
い

●
絶
叫
学
級
㉓
災
い
を
生
む
ウ
ワ
サ
編  

 

／
い
し
か
わ
え
み

●
ド
ク
タ
ー
・
ヨ
ッ
シ
ー
の
ほ
ね
ほ
ね

ザ
ウ
ル
ス
恐
竜
博
物
館
①
② 

●
そ
れ
し
か
な
い
わ
け
な
い
で
し
ょ
う

 

／
ヨ
シ
タ
ケ
シ
ン
ス
ケ

　

万
里
子
と
は
、著
者（
佐
藤
愛

子
さ
ん
）の
実
母
、女
優
三
笠
万

里
子
さ
ん
。

　

そ
の
旦
那
様
と
な
っ
た
作
家
・

佐
藤
紅
禄
さ
ん
。

　

二
人
の
出
会
い
や
、草
創
期
の

関
西
新
劇
界
を
舞
台
に
、修
羅
場

を
生
き
抜
い
た
激
動
の
生
涯
を
、

愛
情
豊
か
に
描
い
た
感
動
作
。
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作り方

材料（４人分）

簡単レシピの紹介簡単レシピの紹介簡単レシピの紹介
1大根おろしは、ザルに
あげて軽く水気を切り
ます。
2フライパンに調味料Ａ
を入れ中火にかけ、沸
騰したらサバ缶を入
れ落としフタをして弱
火にします。

3５分ほど煮たら1を入
れ、ひと煮立ちさせた
ら器にもって小ねぎを
散らして完成です。

さば缶のみぞれ煮

和食がヘルシー料理といわれる理由
主食としての「ご飯」 肉より「魚」が多い主菜

主菜にプラスされる「副菜」 素材の味を生かす「調理法」

ご飯とおかずの理想的な組み合わせ

エネルギー：229kcal　 たんぱく質：21.0g　 カルシウム：277mg　 食塩相当量：1.9g

さばの水煮缶（190g）　…… ２缶
大根おろし　………………… 200g
　　水　……………………… 150ml
　　しょうゆ　……………… 大さじ２弱
Ａ　みりん　…………………　大さじ１と1/2
　　砂糖　…………………… 大さじ1
　　顆粒和風だし　…………　小さじ1
小ねぎ小口切り　……………　適量

　ボリュームのあ
るメインのおかず。
丈夫なからだをつ
くる良質なたんぱ
く質がとれます。

栄養バランス満点の
「一汁三菜」って?
栄養バランス満点の
「一汁三菜」って?
栄養バランス満点の
「一汁三菜」って?
栄養バランス満点の
「一汁三菜」って?
　日本は世界トップクラスの長寿国として知られて
います。それは、ご飯を主役とした栄養バランスのよ
い和食を食べてきたおかげだといわれています。

　ご飯はバターを使う
パンと比べて脂質が少
なく、ゆっくりと消化さ
れていくので「腹持ち」
もよい主食です。

　「一汁三菜」とは、どんなおかずにも合わせや
すい主食であるご飯を中心に、汁物１品、主菜
１品、副菜２品を組み合わせた、昔ながらの日
本の食事スタイルのことです。一汁三菜の食事
をすれば、ご飯から炭水化物、主菜からたんぱ
く質、副菜からビタミンやミネラルといったよ
うに、必要な栄養素をバランスよくとることが
できるのです。

―栄養面から和食の「弱点」―
　それは、塩分のとり過ぎです。和食は大変栄養バランスのすぐれた料理ですが、味付けにしょうゆやみそといった
塩分量の多い調味料をよく使うので、食塩が多くなりやすい傾向があります。食塩はからだに必要不可欠な栄養素
のひとつですが、とりすぎにならないように注意することが大切です。
<食塩をとりすぎないための工夫>
●みそ汁を具だくさんにする。
●ゆず・すだち・レモンなど柑橘類の酸味を利用する。
●わさび・しょうが・にんにくなどを薬味にする。
●山椒・唐辛子・カレー粉など香辛料を利用する。　　など

　魚の脂肪に多く含まれて
いる「不飽和脂肪酸」は、肥満
などにつながりやすいコレ
ステロールの値を改善する
働きがあります。

　おかずの品数が多く、主役の
おかず(主菜)で不足しがちな栄
養素を、プラスされたおかず(副
菜)で自然に補うことができま
す。

　生のまま、直火で焼く、蒸
す、茹でるなど、素材の味を生
かした調理法が多く、脂質や
エネルギーのとり過ぎを防ぐ
ことができます。

缶詰を使うことで、手間が省け、時短になります。
また、缶詰だと、骨まで食べられるので、
カルシウムも追加されます。

一汁三菜の食卓
いちじゅうさんさい

主菜
（魚・肉・卵料理
　など）

さかな

じょうぶ

りょうしつ

しつ

　主に炭水化物（糖質）がとれ、
頭やからだを動かすのに欠かせ
ないエネルギー源になります。

おも

あたま うご

げん

か

たん すい  か   ぶつ とう しつ

たまごりょうりにく

しゅさい

　からだの調子を
整える栄養素であ
るビタミン、ミネラ
ル、食物繊維など
がとれます。

副菜・汁物
（野菜・キノコ、
　海藻料理など）

ちょう  し

ととの えい よう    そ

しょく もつ  せん   い

かいそう りょう り

や さ い

ふくさい しるもの

主食
（ご飯・パン・麺など）

めんはん

しゅさい

しょくたく
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お知らせが届いたら、
医師または薬剤師に
相談しましょう

国民健康保険の被保険者の皆様に国民健康保険の被保険者の皆様に国民健康保険の被保険者の皆様に
「お薬情報のお知らせ」が始まります！「お薬情報のお知らせ」が始まります！「お薬情報のお知らせ」が始まります！

　２つ以上の病院などの医療機関からお薬が出て
いると、同じ効果のお薬があったり、飲み合わせ
が悪いなどの問題が起こることがあります。
　そこで、同じ時期に２つ以上の医療機関にか
かっていて、多くの種類のお薬が出ている方に
は、10月から高知県と奈半利町が共同で、｢お薬
情報のお知らせ」をお届けします。
　「お知らせ」が届いた方は、いつも行っている
薬局や医療機関にこの「お知らせ」を持って行っ
てご相談ください。
　また、日頃から「お薬手帳」や「かかりつけ連携手帳」を利用して、お薬と上
手につきあいましょう。

お問い合わせ先 奈半利町役場住民福祉課　TEL　38－8181

�　
　
　

秋
桜
の　
ゆ
れ
て
野
の
道　
よ
う
や
く
に

ひ
よ
り
お
ちつき　
心
も
は
れ
て�

　
仙
頭
夘
一

�
海
人
た
ち
の　
踊
り
上
手
よ　
盆
の
寺�
セ
ツ
子

隠
れいて　
追へば
数
多
や　
稲
雀�

い
さ
み

台
風
の　
焦
点
と
な
る　
室
戸
岬�

い
く
よ

涸
れ
谷
の　
今
日
は
烈
しい　
秋
出
水�
つ
ね
子

吾
赤
紅　
すỳと
立
ち
た
り　
店
先
に�
さ
ち
子

　�　
　
　

ゆ
く
秋
の　
楓
やハゼ
の
木　
色
め
き
て�
き
Ỷ
う
こ

虹
立
て
ば　
雨
長
引
く
と　
祖
母
が
言い�
利　

房

死
を
意
識
し
て
か
ら
生
き
る　
濃い余
生�
美　

与

人
は
皆　
星
に
な
る
よ
と　
祖
母
の
嘘�
美
智
子

寝
た
き
りへ　
小
鳥
を
誘
う　
エ
サ
を
撒
く�
純　

子

故
里
に　
集
う
こ
と
な
し　
秋
彼
岸�
故
・
昭　

台
風
の　
季
節へ憂
う　
屋
根
瓦�

故
・
玲　

終
盤
に　
阪
神
の
虹　
消
え
て
ゆ
く�
故
・
酔
客

�

　
☆
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

お
よ
ろ
こ
び

氏　

名

利
岡　
　

葵�

Ｈ　
・
８
・　
�

女�

篤
史�

渚�

港　

町

３０

３１

馬
面　
　

葵�

Ｈ　
・
９
・　
�

女�

謙
一
郎�

未
来�

加
領
郷

３０

２３

生
年
月
日

性
別

父

母

地
区
名

�

�
★
謹
ん
で

お
悔
や
み
申
し
上
げ
ま
す

氏　

名

松
岡　

重
守�

Ｈ　
・
８
・　
�

男�

　
�

東　

町

３０

２６

５８

太
田　

明
子�

Ｈ　
・
９
・
３�

女�

　
�

愛
光
園

３０

８４

森
元　

滋
子�

Ｈ　
・
９
・　
�

女�

　
�

横　

町

３０

１４

９５

横
山
惠
美
子�

Ｈ　
・
９
・　
�

女�

　
�

八　

区

３０

２９

９５

松
本
キ
ヨ
イ�

Ｈ　
・
９
・　
�

女�

　
�

上
長
田

３０

２９

８７

死
亡
年
月
日

性
別

年
齢

地
区
名



滑　なはり広報　No.32131

～交通安全教室～
「みんなで気を付けよう！」

～歯科指導～
「虫歯なんかにまけないぞ！」

　９月６日（木）に安芸警察署のご協力のもと交通安全
教室を行いました。ホールで横断歩道の渡り方を教
えてもらい、全クラスで実際に手をあげて「右見て、左
見て、もう一度右を見て」、横断歩道を渡っていきまし
た。これからも、交通ルールを守りましょう。

　愛光園の敬老会に幼稚部全園児が、町の敬老会には年長さくら組が参加をしました。それぞれ歌や踊り、さ
らに年長組は太鼓演奏をしました。お年寄りの皆さんから、踊っている最中にも拍手を送っていただき、子ども
たちも嬉しそうでした。これからも地域のお年寄りとの交流を大切にしていきたいと思います。

　９月１２日（水）に乳児部で歯科衛生士の岩佐さんによ
る歯科指導がありました。歯形を使っての歯磨き体験
をした後でブラッシングをして、どの子どもも上手に歯
磨きをしていま
した。歯磨きを
嫌がる子どもに
はお口の中で
痛みを感じる痛
点があるそうで
す。

～愛光園敬老会・奈半利町敬老会～「おじいちゃん・おばあちゃんいつまでもお元気で！」

《愛光園敬老会》

《奈半利町敬老会》

こども園だよりこども園だよりこども園だより



　９月２９日 (土 )に、親子料理教室を
行いました。近年食育が重要視されて
います。自分で調理をし、食べること
の大切さを知る機会となりました。ヘ
ルスメイトさんの協力のもとで実施さ
れ、親子での調理を楽しみました。
ちょっと苦手だなと思う野菜も子ども
たちは残さず食べ、自分たちで料理を
作って食べる楽しさを感じているよう
でした。親子で料理をする機会が増え
たらいいなと思います。

～親子料理教室～「自分たちで作った料理おいしかったよ！」

　１０月１３日（土）に運動会が行われました！今年も大勢の方に参観していただき、にぎやかな運動会となりま
した。乳児部の子どもたちは、自分でできることも増えてきて、大好きな先生と一緒にかけっこや踊りなどを頑

張りました。幼稚部の子どもたちは、
特に年少児の竹ポックリ・年中児の
一本下駄・年長児の竹馬は練習の
成果を出していて成長を感じまし
た。たくさんの方の応援も子どもた
ちの力となり、いつも以上の輝く笑
顔で楽しい運動会になりました。

～運動会～「パワーあふれる　なはりっ子！！」～みんなが主役の運動会～

　１０月１７日（水）に、米ケ岡へ毎年恒例の芋掘りに行ってき
ました。道中のバスの中では、「大きいおいもできちゅうか
な！？」と楽しみにしている様子が見られました。実際に掘って
みると大きなおいもがたくさんあり「見て～！おおきなおいも
～！」と言って嬉しそうでした。

～芋掘り～「大きなおいもがいっぱいとれたよ！！」

こども園だよりこども園だよりこども園だより
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